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24 データ収集

この章では、GP-Pro EX の「データ収集」についての基本的な説明と、設定変更のための基本操作に

ついて説明します。 

まず「24.1 サンプリング機能のご紹介」（24-2 ページ）をお読みいただき、「24.2 設定メニュー」（24-

3 ページ）から目的に合った説明ページへ読み進んでください。
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24.1 サンプリング機能のご紹介

24.1.1 サンプリング機能とは？

指定したタイミングで接続機器（PLC など）の任意のアドレス値を GP 内に取り込み、タンキングす

る機能です。データの履歴をとるのに役立ちます。

指定したタイミングで接続機器（PLC など）のデータを GP に取り込む

サンプリング機能によって収集したデータを「サンプリングデータ」と呼びます。

サンプリングデータは、GP 画面上に表や折れ線グラフで表示したり、GP に接続したプリンタから印

字できます。また CF カードや USB ストレージに保存することもできます。CSV 形式で保存される

ため、パソコン上で汎用表計算ソフト（Microsoft Excel など）を使用して編集できます。

1
D100

20
D200

30
R300

10

1
2

D100
20
21

D200
30
28

R300
10
15

21
28
15

D100
D200
R300

2

20
30
10

D100
D200
R300

1



設定メニュー
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24.2 設定メニュー

一定のタイミングでデータを収集したい

午前 8 時から 1 時間ごとに 10 回、データを収集します。

設定手順（24-6 ページ）

詳細（24-5 ページ）

任意のタイミングでデータを収集したい

指定したビットを ON するたびにデータを収集します。

設定手順（24-11 ページ）

詳細（24-10 ページ）
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収集したデータを表示したい

データを収集するたびに、画面上のサンプリングデータ表示
器にデータを表示します。

設定手順（24-15 ページ）

詳細（24-14 ページ）

収集したデータをCFカード /USBストレージに保存したい

指定したコントロールアドレスにコマンドを書き込むと、
GP 内のサンプリングデータを CSV 形式で CF カードに書き
出します。

設定手順（24-21 ページ）

詳細（24-20 ページ）

収集したデータを好きなフォーマットで表示 /CSV保存したい

選択したデータのみ表示する、項目名を変更する、平均値や
最大値などの集計行を表示するなど、自由なフォーマットを
作成できます。

設定手順（24-30 ページ）

詳細（24-29 ページ）
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24.3 一定のタイミングでデータを収集したい

24.3.1 詳細

接続機器（PLC など）の指定したアドレスの値を一定の周期で読み込み、GP 内にそのデータをタン

キングします。

• 開始時刻を指定して、その時刻から一定周期でデータ収集を行う場合

例）　 開始時刻：午前 8 時、周期：1 時間、回数：10 回

指定回数分のデータを収集すると、次に開始時刻になったときは自動的に一番古いデータ

から上書きして新しいデータを格納するか、上書きしないでデータ収集をストップするか

設定できます。
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24.3.2 設定手順

D100、D101、D102 のデータを午前 8 時から 1 時間ごとに 10 回分収集する設定を行います。

1 [ 共通設定 (R)] メニューから [ サンプリング設定 (D)] を選択するか、 をクリックすると、次の画

面が表示されます。

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

「24.8.1 共通設定（サンプリング設定）の設定ガイド」（24-36 ページ）
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2 [ 新規作成 ] をクリックすると次のダイアログボックスが表示されます。登録するサンプリンググ

ループの番号を設定して [OK] をクリックすると、そのサンプリンググループの設定画面が表示され

ます。

3 [ サンプリング先頭アドレス ] に、データを収集したい先頭のアドレス（D100）を指定します。

4 収集したデータを格納する際のビット長を指定し、[ サンプリングワード数 ] にアドレス数 ( 例：3)

を設定します。指定したアドレスから連続 3 ワードが表示されます。

をクリックすると、アド

レス入力用キーボードが表

示されます。

デバイス「D」を選択し、アドレスに「100」
を入力して「Ent」キーを押します。
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5 [ 動作設定 ] タブを開き、[ 実行条件 ] で [ 時刻指定 ] を選択します。

6 [ サンプリング許可ビットアドレス ] に、データ収集の動作を制御するビットアドレス（例：M100）

を設定します。

7 データ収集を開始する時刻（午前 8 時）を指定し、収集するタイミングと回数（1 時間ごとに 10 回）

を指定します。

8 収集したデータを消去するためのアドレス（例：M50）を設定します。このビットを ON すると GP

内に記憶されているサンプリンググループ 1 のデータがすべて消去されます。

9 [ 拡張設定 ] をクリックすると次のダイアログボックスが開きます。必要に応じて何日分のサンプリ

ングデータを GP 内に保持しておくか設定します。

• 開始時刻より前にこのビットを ON しておいてください。OFF の状態では開始時刻

になってもサンプリングは開始されません。時刻は GP 内部の時計データを使用し

て監視されます。

左図の設定の場合、1日分のデータが

GP内に保持されます。

翌日の開始時刻（午前8時）になる

と、前日の1回目のサンプリングデー

タから順に上書きで格納されます。

データを上書きしたくない場合は[指
定回数終了時に古いデータから上書き

する]のチェックをはずしてください。

翌日の開始時刻がきてもサンプリング

は実行されません。
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[ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] のチェックを外すと、[ ブロック数 ] が設定できます。

「ブロック」とは、指定した回数分のサンプリングデータのまとまりです。表示や印字の際にブロッ

ク単位でデータを利用できます。

例）月～金曜の 5 日間サンプリングを行い、そのデータを曜日ごとに表示・印字したい場合

• サンプリング動作のタイミングについては以下を参照してください。

「24.9.2 サンプリング動作について ◆ 時刻指定」（24-109 ページ）

• [ 内部メモリにバックアップをおこなう ] を指定していない場合、GP の電源 OFF や

リセットにより、GP 内に記憶したサンプリングデータは消去されます。

左図の設定の場合、5日分のサンプリ

ングデータがGP内に保持されます。

6日目以降はサンプリングが実行され

ません。再開するには、GPに記憶さ

れているサンプリングデータをクリ

アしてください。

指定回数分のデータ収集を1セット

として、何セット分行うかを設定
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24.4 任意のタイミングでデータを収集したい

24.4.1 詳細

指定したビットアドレスを ON するたびに、接続機器（PLC など）の指定したアドレスの値を読み込

んで、GP 内にそのデータをタンキングします。

指定回数分のデータを収集すると、次に指定ビットが ON した時点で自動的に一番古いデータから上

書きで格納するか、上書きしないでデータ収集をストップするか設定できます。
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24.4.2 設定手順

ビット（M100）を ON するたびに D100、D101、D102 のデータを収集する設定を行います。

1 [ 共通設定 (R)] メニューから [ サンプリング設定 (D)] を選択するか、 をクリックすると、次の画

面が表示されます。

2 [ 新規作成 ] をクリックすると次のダイアログボックスが表示されます。登録するサンプリンググ

ループ番号を設定して [OK] をクリックすると、そのサンプリンググループの設定画面が表示されま

す。

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

「24.8.1 共通設定（サンプリング設定）の設定ガイド」（24-36 ページ）
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3 [ サンプリング先頭アドレス ] に、データを収集したい先頭のアドレス（D100）を指定します。

4 収集したデータを格納する際のビット長を指定し、[ サンプリングワード数 ] にアドレス数 ( 例：3)

を設定します。指定したアドレスから連続 3 ワードが表示されます。

5 [ 動作設定 ] タブを開き、[ 実行条件 ] で [ ビット ON] を選択します。

6 [ サンプリング起動ビットアドレス ] に、データ収集の動作を制御するビットアドレス（例：M100）

を設定します。このビットが ON するたびにデータ収集を行います。

7 データ収集を行う回数（例：4 回）を指定します。

8 収集したデータを消去するためのアドレス（例：M50）を設定します。このビットを ON すると GP

内に記憶されているサンプリンググループ 1 のデータがすべて消去されます。
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データの読み出しが完了したことを確認するための [ACK ビットアドレス ] （例：M20）を指定しま

す。データの読み出しが終わると自動的にこのビットが ON されます。このビット ON を受けて [ サ

ンプリング起動ビットアドレス ]（M100）を OFF してください。

（M100 を OFF すると M20 は自動的に OFF されます。）

9 [ 拡張設定 ] をクリックすると [ 拡張設定 ] ダイアログボックスが開きます。

[ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] のチェックをはずすと、[ ブロック数 ] が設定できま

す。「ブロック」とは、指定した回数分のサンプリングデータのまとまりです。表示や印字の際にブ

ロック単位でデータを利用できます。

例）月～金曜の 5 日間サンプリングを行い、そのデータを曜日ごとに表示・印字したい場合

• サンプリング動作のタイミングについては以下を参照してください。

「24.9.2 サンプリング動作について ◆ ビット ON」（24-111 ページ）

• [ 内部メモリにバックアップをおこなう ] を指定していない場合、GP の電源 OFF や

リセットにより、GP 内に記憶したサンプリングデータは消去されます。

手順7で指定した回数（例：4回）分の

データをGP内に格納すると、5回目に

起動ビット（M100）がONしたときに

は、1回目のデータから順に上書きで

格納していきます。

データを上書きしたくない場合は、[拡張設定]ダイアログボックスで

[指定回数終了時に古いデータから上書きする]のチェックを外してく

ださい。5回目に指定ビットがONしてもサンプリングは実行されま

せん。

指定回数分のデータ収集を1セット

として、何セット分行うかを設定
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24.5 収集したデータを表示したい

24.5.1 詳細

サンプリング機能によって収集したデータ（サンプリングデータ）を GP 画面上に表形式で表示しま

す。

サンプリングが行われるごとにデータが画面上に表示されます。各アドレス値の推移を確認するのに

適しています。

• GP 画面上に表示されたデータを、タッチで編集することもできます。

• サンプリングデータは折れ線グラフでも表示できます。

「18.4 折れ線グラフで表示したい」（18-12 ページ）

• サンプリングデータ表示についてのさらに詳しい情報は、以下を参照してください。

「24.9.3 サンプリングデータの表示について」（24-117 ページ）
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24.5.2 設定手順

サンプリンググループ番号「1」を GP 画面に表示する設定を行います。

1 [ 共通設定 (R)] メニューから [ サンプリング設定 (D)] を選択するか、 をクリックすると、登録済

みのサンプリンググループが一覧表示されます。No.1 の行をダブルクリックすると、サンプリンググ

ループ 1 の設定画面が開きます。

（アドレス設定・動作設定については「24.3.2 設定手順」（24-6 ページ）を参照してください。）

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

「24.8.1 共通設定（サンプリング設定）の設定ガイド ■ 表示 /CSV 保存」（24-57
ページ）

「24.8.2 サンプリングデータ表示器の設定ガイド」（24-97 ページ）

• 部品の配置方法やアドレス・形状・色・銘板の設定方法詳細は、「部品の編集手順」

を参照してください。

「8.6.1 部品の編集手順」（8-42 ページ）
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2 [ 表示 /CSV 保存 ] タブを開きます。[ 表示 /CSV 保存をおこなう ] にチェックを入れます。

3 日付、時刻の表示形式をそれぞれ選択します。

4 [ データ形式設定 ] をクリックして [ データ設定 ] ダイアログボックスを開き、データ形式や入力範

囲、表示桁数などを設定します。設定した内容はすべてのデータ列に適用されます。

[OK] をクリックするとダイアログボックスが閉じます。

5 表示する文字の色・背景色を指定します。

表示フォーマットの設定が完了しました。
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6 作画画面を開き、[ 部品 (P)] メニューの [ サンプリングデータ表示器 (S)] を選択するか、 をク

リックして画面に配置します。

7 配置したサンプリングデータ表示器をダブルクリックすると、設定ダイアログボックスが開きます。

8 画面に表示したいサンプリンググループ番号「1」を指定します。

• [ サンプリング設定 ] の [ 動作設定 ] タブで、拡張設定 [ 指定回数終了時に古いデー

タから上書きする ] を指定していないサンプリンググループを表示する場合は、[ ブ
ロック番号指定アドレス ] を設定する必要があります。
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9 表示行数、表示列数を設定します。

10 枠・罫線の表示の有無と、[ クリアカラー ] を選択します。

11 [ 表示設定 ] タブを開き、表示フォントタイプや文字サイズを指定します。

• サンプリングデータを GP 画面上で編集したい場合は、[ データ編集 ] にチェックを

入れ、データ編集用にキーボードを配置してください。データをタッチすると編集

画面に切り替わりキーボードでデータを編集できます。
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12 [ スイッチ設定 ] タブを開き、必要なスクロールスイッチにチェックを入れます。

[ 形状選択 ] でスイッチの形状を選択し、必要に応じて銘板や銘板の文字色の設定して [OK] をクリッ

クします。

サンプリングデータ表示器が設定できました。スイッチは個別に選択して任意の位置に移動できま

す。

• サンプリングデータ表示器付属のスイッチは、形状や色を個別に設定することはで

きません。スイッチごとに形状、色を変えたい場合は、スイッチランプ部品 [ 特殊

スイッチ ] － [ サンプリングデータ表示用スイッチ ] を使用してください。
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24.6 収集したデータを CF カード /USB ストレージに保存したい

24.6.1 詳細

サンプリング機能によって収集したデータ（サンプリングデータ）は、CSV 形式で CF カードや USB

ストレージに保存できます。

CF カード /USB ストレージに保存されたサンプリングデータ（SA∗∗∗∗∗.csv）は、パソコン上で汎用

表計算ソフト（Microsoft Excel など）を使用して分析したり、データベースとして活用できます。

• CF カード内のサンプリングデータ（SA∗∗∗∗∗.csv）は、特殊データ表示器 [ ファイ

ルマネージャ ] と特殊データ表示器 [CSV 表示器 ] を使用して GP 画面上に表示でき

ます。

「25.6 CSV データを画面上に表示したい / 編集したい」（25-28 ページ）

• CF カードの空き容量が少ない場合は、CF カード内のすぐに必要でないデータを

USB メモリに移動して、空き容量を確保できます。

「付録 5 CF カードと USB メモリ間でデータを移動したい」（A-79 ページ）

• サンプリングデータの CSV 保存についてのさらに詳しい情報は、以下を参照してく

ださい。

「24.9.4 CF カード /USB ストレージ保存について」（24-122 ページ）

1
2

D100
20
21/+0

+1

D101
30
28

D102
10
15

CSV

CF

    

指定したコントロールアドレス+1
にファイル番号を格納してから、

コントロールアドレスにコマンド

を書き込むと…

GPに記憶されているサンプ

リングデータをCSV形式で

CFカードに書き出す
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24.6.2 設定手順

サンプリンググループ番号「1」のデータを CF カードに保存する設定を行います。

1 [ 共通設定 (R)] メニューから [ サンプリング設定 (D)] を選択するか、 をクリックすると、登録済

みのサンプリンググループが一覧表示されます。No.1 の行をダブルクリックすると、サンプリンググ

ループ 1 の設定画面が開きます。

（アドレス設定・動作設定については「24.3.2 設定手順」（24-6 ページ）を参照してください。）

2 [ 表示 /CSV 保存 ] タブを開きます。[ 表示 /CSV 保存をおこなう ] にチェックを入れます。

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

「24.8.1 共通設定（サンプリング設定）の設定ガイド ■ 表示 /CSV 保存」（24-57
ページ）

1
2

D100
20
21/D300

D301

D101
30
28

D102
10
15

CSV

CF
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3 [CSV 保存コントロールワードアドレス ] にチェックを入れ、[ 保存先 ] の [CF カード ] をクリック

して保存を制御するワードアドレス（例：D300）を設定します。

指定したアドレスから連続 2 ワード分が自動的に使用されます。

4 [ データ形式設定 ] をクリックして [ データ設定 ] ダイアログボックスを開き、必要に応じてデータ

形式や表示桁数を設定します。設定した内容はすべてのデータ列に適用されます。

[OK] をクリックするとダイアログボックスが閉じます。

5 [ 項目名文字数 ] を設定します。

CSV 保存フォーマットが設定できました。

• [ 日付 ]、[ 時刻 ] の表示設定に関係なく、それぞれ [yy:mm:dd]、[hh:mm:ss]（サンプ

リング周期単位が [ ミリ秒 ] の場合は [hh:mm:ss.ms]）の形式で CSV 出力されます。

• [ 合計 ] 行の指定の有無にかかわらず、合計データは CSV 出力されません。
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24.6.3 CF カード /USB ストレージ保存動作

CF カード /USB ストレージへの保存動作には以下の 2 種類があります。

• 通常保存

[CSV 保存コントロールワードアドレス ] にコマンドを書き込んだ時点で、GP 内に格納されてい

るデータを CSV 出力します。

「 ◆ 通常保存する場合の手順」（24-24 ページ）

• 自動保存

指定回数分のデータを GP 内に格納した時点（サンプリングが 1 周したタイミング）で、データを

自動的に CSV 出力します。[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書

きする ] を指定しているサンプリンググループの場合のみ使用できます。

「 ◆ 自動保存する場合の手順」（24-25 ページ）

■ CSV 保存コントロールワードアドレス

CF カード /USB ストレージへのデータの書き出しをコントロールするアドレスです。ファイル番号を

指定してから、アドレスにコマンドを書き込みます。

• コマンド / ステータス

ファイル番号を指定してからコマンドを書き込むと、データを CF カード /USB ストレージへ書き

出します。処理を行った結果（ステータス）がアドレスに反映されます。

モード ワードデータ 内容

コマンド

0001h 通常保存

0020h 自動保存開始　（上書きでデータを格納している場合のみ※ 1）

※ 1 データの格納方法については「24.9.2 サンプリング動作について ■ データの格納方法」   
（24-114 ページ）を参照してください。

0021h 自動保存終了　（上書きでデータを格納している場合のみ※ 1）

ステータス

0000h 正常終了

0100h 書き込みエラー

0200h
CF カードが挿入されていない /CF カードのハッチがあいている
（アクセススイッチが OFF になっている）/USB ストレージが挿
入されていない

0400h ファイル番号エラー

2000h
GP が正常に自動保存の動作モードに入った状態 
CSV 保存コントロールアドレスがこの値の間、自動保存動作が
継続されます。値が変更されると、自動保存は終了します。

• ステータス「2000h」の値を変更したり、途中でファイル番号を変更すると、自動保

存動作が終了し、その時点までのデータが CF カード /USB ストレージに書き出され

ます。書き込まれた値（コマンド）の処理は行われません。

/
CSV

+1
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• ファイル番号

CF カード /USB ストレージに保存する際のファイル名「SA∗∗∗∗∗.csv」の ∗∗∗∗∗ 部分を指定しま

す。ファイル番号の設定範囲は 0 ～ 65535 です。コマンドを書き込む前にファイル番号を設定し

てください。

CSV ファイルは CF カード /USB ストレージ内に自動で作成されたフォルダの中に保存されます。

フォルダはサンプリンググループごとに固定のフォルダ名で作成されます。

◆通常保存する場合の手順

サンプリンググループ番号「1」のデータをファイル名「SA00001.csv」で CF カードに保存します。

1 D301 にファイル番号「1」を格納します。

2 D300 にコマンド「0001h」を書き込みます。CSV 出力が開始されます。

3 正常に CF カードに保存されると、D300 に GP からステータス「0000h」が書き込まれます。

CF カード内の「SAMP01」フォルダ内に「SA00001.csv」が作成されました。

＜ファイル保存のイメージ＞

例）[ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定していて、サンプリング回数が 4 回の場合

保存するデータ フォルダ ファイル名

サンプリンググループ１のデータ ¥SAMP01 SA∗∗∗∗∗.CSV

　　　　　　・

　　　　　　・

　　　　　　・

　　・

　　・

　　・

サンプリンググループ64のデータ ¥SAMP64 SA∗∗∗∗∗.CSV

/D300
D301

0001h
1

1
2
3

1
2
3

SA00001.CSV

CF
    

5
2
3
4

2
3
4
5

SA00001.CSV

CF
    

SRAM

3 3
CSV

5
2 5

CSV
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◆自動保存する場合の手順

サンプリンググループ番号「1」のデータをファイル名「SA00000.csv」で CF カードに保存します。

1 D301 にファイル番号「0」を格納します。

2 D300 にコマンド「0020h」を書き込みます。GP が正常に自動保存の動作モードに入ると D300 に GP

からステータス「2000h」が書き込まれます。

3 指定した回数分のデータを収集すると自動的に CF カードに CSV 出力されます。 

CF カード内の「SAMP01」フォルダ内に「SA00000.csv」が作成されました。

4 さらに指定した回数分のデータを収集すると、その周のデータが自動的に CSV 出力され、「SAMP01」

フォルダ内の既存の「SA00000.csv」ファイルに追加で書き込まれます。 

D300 が「2000h」の間、自動保存が継続されます。

5 D300 にコマンド「0021h」を書き込むと、自動保存を終了します。GP が正常に自動保存の終了処理

を終えた場合は、D300 に「0000h」が書き込まれます。

＜ファイル保存のイメージ＞

例）サンプリング回数が 4 回の場合

/D300
D301

0020h
0

1
2
3
4

1
2
3
4

SA00000.CSV

CF
    

5
6
7
8

1
2
3
4
5
6
7
8

SA00000.CSV

CF
    

SRAM

4
CSV

4

8
CSV
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自動保存の終了時、GP 内に格納した内容が途中の場合（周の最後までデータを収集していない場合）

でも、その時点までのサンプリングデータが CF カードに書き出されます。

自動保存終了後に自動保存を再開する（自動保存開始のコマンドを書き込む）と、前回の保存状態に

かかわらず、GP 内に格納されている先頭のサンプリングデータ ( 最古のデータ ) から CF カードに書

き出されます。

＜自動保存終了と再開時のファイル保存イメージ＞

例）サンプリング回数が 4 回の場合

自動保存終了

自動保存再開

• GP 内に格納した内容が途中の時点で自動保存を再開した場合、その周の最後まで

データを収集してから CF カードに書き出されます。自動保存開始コマンドを書き

込んでから CF カードへ書き出されるまでに上書きされたデータは保存できません。

9
10
7
8

SA00000.CSV

CF
    

10 9 10

1
:

8
9

10

9
10
11
12

SA00000.CSV

CF
    

CF

(9 12 )

1
:

10
9

10
11
12
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■ CSV ファイルの Excel 表示例

CF カードに保存されたサンプリングデータ (∗.csv) の内容と、そのファイルを Excel で開いた場合の

例をご紹介します。

◆自動保存

例）回数が 4 回で 2 周目の終わりまでデータを収集したとき

＜ CSV ファイル＞

• CSV ファイルのサイズが大きいと、Excel などのアプリケーションソフトで開けな

い場合があります。

• サンプリングデータ (∗.csv) のフォーマットは、[ 表示 /CSV 保存 ] タブの設定内容に

かかわらず一部固定のフォーマットで出力されます。詳細は以下を参照してくださ

い。

「24.9.4 CF カード /USB ストレージ保存について」（24-122 ページ）

Excel で開くと

" Date", " Time", " D00100", " D00200"," D00300"," D00301"
"05/03/31", "09:00:00", "3228", "30.3", "25.3", "6.1"
"05/03/31", "12:00:00", "3236", "26.4", "26.4", "6.4"
"05/03/31", "15:00:00", "3244", "28.6", "27.6", "6.2"
"05/03/31", "18:00:00", "3202", "30.7", "28.7", "6.5"
"05/04/01", "09:00:00", "3210", "26.9", "29.9", "6.3"
"05/04/01", "12:00:00", "3219", "29.2", "24.0", "6.0"
"05/04/01", "15:00:00", "3227", "31.1", "25.1", "6.3"
"05/04/01", "18:00:00", "3235", "27.3", "26.3", "6.1"

1周目のデータ

2周目のデータ
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◆通常保存

（動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定していない場合）

＜ CSV ファイル＞

Excel で開くと

""," Date"," Time"," D00001", " D00002"," D00003"," D00004"
" No.1","05/03/31","09:00:00","123.4","123","12.345","1234"
" No.2","05/03/31","12:00:00","***.*","***","**.***","****"
" No.3","05/03/31","15:00:00","234.5","234","23.456","2345"
" No.4","05/03/31","18:00:00","-123.4","-123","-12.345","-1234"
"","","","","","",""
" No.1","05/04/01","09:00:00","345.6","345","3.456","3456"
•••
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24.7 収集したデータを好きなフォーマットで表示 /CSV 保存したい

24.7.1 詳細

表示 /CSV 保存する際のフォーマットを自由に設定できます。

データ列の並び順を変更したり、複数の集計行（合計・平均・最大・最小）を設定したり、また任意

の項目名を付けるなど、自由なフォーマットで表示 /CSV 保存できます。

GP 画面上に表示されたデータは、タッチで編集することもできます。

＜サンプリングデータの表示フォーマット＞

• 項目名行・項目名列は、文字列行・文字列列と同様に設定画面上で任意の文字を直

接入力して設定できます。入力する文字は [ サンプリング一覧 ] の [ 言語設定 ] で設

定した言語でのみ入力できます。

• 最大列数、最大行数はそれぞれ 521 列、2107 行までです。

08:00
09:00

:

03/31
03/31

:

A
20
21
:

52
12

C
10
15
:

33
5

(0 3)

( 1 20)

( 1 20)

(0 4)

( + )
(1 2100)

( + + + )
(1 520)
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24.7.2 設定手順

サンプリンググループ番号「1」のデータを下図のようなフォーマットで表示する設定を行います。

1 [ 共通設定 (R)] メニューから [ サンプリング設定 (D)] を選択するか、 をクリックすると、登録済

みのサンプリンググループが一覧表示されます。No.1 の行をダブルクリックすると、サンプリンググ

ループ 1 の設定画面が開きます。

（アドレス設定・動作設定については「24.3.2 設定手順」（24-6 ページ）を参照してください。）

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

「24.8.1 共通設定（サンプリング設定）の設定ガイド ■ 表示 /CSV 保存（カスタ

ム設定）」（24-68 ページ）

「24.8.2 サンプリングデータ表示器の設定ガイド」（24-97 ページ）

• 部品の配置方法やアドレス・形状・色・銘板の設定方法詳細は、「部品の編集手順」

を参照してください。

「8.6.1 部品の編集手順」（8-42 ページ）

08:00
09:00

:

03/31
03/31

:

A
20
21
:

52
12

C
10
15
:

33
5
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2 [ 表示 /CSV 保存 ] タブを開きます。

3 [ 表示 /CSV 保存をおこなう ] にチェックを入れ、[ カスタム設定 ] を選択します。

4 [ 項目名（横）行数 ] を「1」に、[ 集計表示行数 ] を「2」に設定します。

• 動作設定で拡張設定 [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定していな

い場合は、[ データ表示行数 ] を設定します。表示行数は回数に合わせてください。
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5 プレビューエリアで日付列を選択し、[ 列の詳細設定 ] をクリックします。[ 日付設定 ] ダイアログ

ボックスが表示されますので、日付形式を [mm/dd] に変更します。

[OK] をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

6 アドレス D101 のデータ列を表示フォーマットから削除します。5 列目（データ 2）を選択して

[Delete] キーを押します。

7 項目名（横）の各セルをダブルクリックして、項目名を入力します。

8 列を移動します。4 列目 ( データ 1) を選択して [ 右へ ] をクリックします。

• 5 列目（データ 2）を右クリックし、メニューから [ 削除 ] をクリックしても削除で

きます。

クリック

サンプリング一覧の[言語

設定]で指定した言語で入

力できます。
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9 3 行目を選択し、[ 行の詳細設定 ] をクリックします。[ 集計設定 ] ダイアログボックスが表示されま

すので [ 集計データ ] を [ 最大 ] に変更します。

必要に応じて集計行の [ データ形式 ] や [ 表示桁数 ] などを設定し、[OK] をクリックします。

10 同様に、4 行目の集計データを [ 最小 ] に設定します。

11 項目名（縦）の集計行のセルをダブルクリックして、各行の項目名を入力します。

カスタム表示 /CSV 保存フォーマットが設定できました。

12 作画画面を開き、[ 部品 (P)] メニューの [ サンプリングデータ表示器 (S)] を選択するか、 をク

リックして画面に配置します。

• データ列の集計セルを選択して [ 行の詳細設定 ] をクリックすると、個別に [ データ

形式 ] や [ 表示桁数 ] などが設定できます。

• 実際に CF カードに保存される CSV ファイルのフォーマットは、設定画面上に表示

されている状態とは一部異なります。以下を参照してください。

「24.9.4 CFカード /USBストレージ保存について ◆ カスタム設定の場合のExcel
表示例」（24-124 ページ）

• CF カードのほかに、USB ストレージにもサンプリングデータが保存できます。

クリック
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13 配置したサンプリングデータ表示器をダブルクリックすると、設定ダイアログボックスが開きます。

14 画面に表示したいサンプリンググループ番号「1」を指定します。

15 表示行数、表示列数を設定します。

• [ サンプリング設定 ] の [ 動作設定 ] タブで、拡張設定 [ 指定回数終了時に古いデー

タから上書きする ] を指定していないサンプリンググループを表示する場合は、表

示するブロックを指定するための [ ブロック番号指定アドレス ] を設定する必要が

あります。

• サンプリングデータを GP 画面上で編集したい場合は、[ データ編集 ] にチェックを

入れてください。データをタッチすると編集画面に切り替わりますので、表示され

るキーボードでデータを編集できます。
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16 枠・罫線の表示の有無と、[ クリアカラー ] を選択します。

17 [ 表示設定 ] タブ、[ スイッチ設定 ] タブで必要に応じてフォントサイズやスクロールスイッチの配置

設定を行い、[OK] をクリックします。
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24.8 設定ガイド

24.8.1 共通設定（サンプリング設定）の設定ガイド

■ サンプリング一覧

サンプリンググループを新規登録する画面です。登録したすべてのサンプリンググループの設定内容

が一覧表示されます。

設定項目 設定内容

表示 /CSV 保存・印字
の言語設定

表示や CF カード /USB ストレージへの保存（CSV 保存）、印字で使用する言語を
設定します。

言語
[ 日本語 ]、[ 欧米 ]、[ 中国語（繁体字）]、[ 中国語（簡体字）]、[ 韓国語 ]、[ キ
リル文字 ]、[ タイ語 ] から選択します。登録したすべてのサンプリンググループ
がこの設定に従います。

印字フォントタイプ

CF カード /USB ストレージへの保存（CSV 保存）、印字で使用するフォントタイ
プを、[ 標準フォント ]、[ ストロークフォント ] から選択します。

• 標準フォント
ビットマップフォントです。文字の縦・横の比率を倍率指定できます。文字を
拡大 / 縮小すると輪郭が粗くなったりつぶれる場合があります。

• ストロークフォント
文字の縦・横の比率が固定されているアウトラインフォント（線の組み合わせ
で定義されたフォント）です。文字を拡大 / 縮小しても綺麗な輪郭で表示でき
ますが、容量が大きいため GP の負担になる場合があります。

新規作成

サンプリンググループを新規作成します。クリックすると次のダイアログボック
スが開きます。

[ 番号 ] の設定範囲は 1 ～ 64 まで、[ コメント ] は半角 30 文字以内で設定しま
す。[OK] をクリックすると、サンプリンググループの設定画面が表示されます。

属性変更
[ サンプリンググループ一覧 ] で選択したサンプリンググループの番号・コメン
トの変更ができます。

次のページに続きます。



設定ガイド

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 24-37

サンプリンググループ
一覧

登録したサンプリンググループの設定内容が一覧表示されます。
行を選択しダブルクリックすると、そのサンプリンググループの設定画面が開き
ます。

• No.
サンプリンググループ番号が表示されます。

• コメント
サンプリンググループのコメントが表示されます。コメントは半角 30 文字以
内で編集できます。

• ワード数
[ アドレス設定 ] タブで設定した [ サンプリングワード数 ]（一度に収集する
データの数）が表示されます。

• 実行条件
[ 動作設定 ] タブで設定した [ 実行条件 ] が表示されます。

• 回数
[ 動作設定 ] タブで設定した、データ収集を行う [ 回数 ] が表示されます。

• ブロック数
[ 動作設定 ] タブの拡張設定で設定した [ ブロック数 ] が表示されます。
[ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場合は自動的
に「1」が表示されます。ただし、動作設定で [ 時刻指定 ] を選択している場合
は、拡張設定で設定した [ 日数 ] が表示されます。

• バックアップ
[ 動作設定 ] タブの [ 内部メモリにバックアップする ] を指定している（○）
か、指定していない（×）かが表示されます。

設定項目 設定内容
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■ アドレス設定

データを収集するアドレスを設定します。アドレスの指定方法は [ 連続 ]、[ ランダム ] から選択でき

ます。

◆連続

• [ ランダム ] → [ 連続 ] に変更すると、指定していたアドレスや [ 表示 /CSV 保存 ]、 
[ 印字 ] タブの設定内容が初期化されます。

• [ ランダム ] を選択すると、[ 連続 ] を選択した場合よりも接続機器との通信に時間

がかかります。

設定項目 設定内容

アドレス指定

アドレスを指定する方法を選択します。

• 連続
指定した [ サンプリングアドレス ] を先頭に連続するアドレスを設定します。

• ランダム
ばらばらのアドレスを最大 512 個まで個別に設定します。

サンプリング 
先頭アドレス

データを収集する先頭のアドレスを指定します。

ビット長

指定したアドレスのデータを何ビット長として格納するかを [16 ビット ]、[32
ビット ] から選択します。

• 設定を変更すると、[ 表示 /CSV 保存 ]、[ 印字 ] タブで設定した内容が初期化さ
れます。

• [16 ビット ] → [32 ビット ] に変更すると、設定した [ サンプリングワード数 ]
が 256 以上だった場合は 257 番目以降のアドレスは削除されます。

サンプリングワード数

収集するデータ数（アドレス数）を設定します。設定範囲は [ ビット長 ] の設定
により異なります。

16 ビット：1 ～ 512
32 ビット：1 ～ 256

アドレス一覧
指定した [ サンプリングアドレス ] から [ サンプリングワード数 ] 分のアドレス
が一覧表示されます。
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◆ランダム

設定項目 設定内容

接続機器 サンプリング対象となる接続機器を指定します。

ビット長

指定したアドレスのデータを何ビット長として格納するかを [16 ビット ]、[32
ビット ] から選択します。

• 設定を変更すると、[ 表示 /CSV 保存 ]、[ 印字 ] タブで設定した内容が初期化さ
れます。

• [16 ビット ] → [32 ビット ] に変更すると、設定した [ サンプリングワード数 ]
が 256 以上だった場合は 257 番目以降のアドレスは削除されます。

サンプリングワード数 [ アドレス一覧 ] で設定したアドレス数が表示されます。

アドレス一覧

各行で収集するアドレスを直接設定します。[ ビット長 ] の設定により表示行数
は異なります。

16 ビット：1 ～ 512 行
32 ビット：1 ～ 256 行

• アドレス一覧から削除したい行を選択して [Delete] キーを押すと、削除確認のダイ

アログボックスが表示されます。[ はい ] をクリックすると削除できます。
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■ 動作設定

データ収集を行うタイミングや回数などの動作設定を行います。サンプリング動作の実行条件は [ 時

刻指定 ]、[ 一定周期 ]、[ ビット ON 中一定周期 ]、[ ビット ON]、[ ビット変化 ] から選択できます。

◆時刻指定

指定した時刻から一定のタイミングでデータを収集します。

設定項目 設定内容

実行条件 サンプリング動作の実行条件を選択します。[ 時刻指定 ] を選択してください。

サンプリング許可 
ビットアドレス

サンプリングを行うかどうかをコントロールするアドレスを設定します。このア
ドレスが ON している場合に指定した開始時刻になるとサンプリングを開始し、
それ以降は [ サンプリング周期 ] で設定した周期でデータを読み出します。
このアドレスが OFF の場合は開始時刻になってもサンプリングは行われません。

開始時刻
サンプリング動作の開始時刻を指定します。時間はそれぞれ 0 ～ 23（時）、0 ～
59（分）で設定します。

サンプリング周期
サンプリングを行う周期を 15 秒単位で 0 時間 0 分 0 秒～ 23 時間 59 分 45 秒まで
設定できます。

回数

サンプリングを行う回数を設定します。[ 拡張設定 ] で [ 指定回数終了時に古い
データから上書きする ] を指定している場合は 1 ～ 65535 回まで、指定していな
い場合は 1 ～ 2048 回まで設定できます。

• [ 開始時刻 ] から [ 終了時刻 ] までが 24 時間以内になるよう、設定範囲は自動
的に制限されます。またシステム全体で登録されているサンプリンググループ
数やアドレス数 ( ワード数 ) によっても制限されます。

次のページに続きます。



設定ガイド

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 24-41

終了時刻
[ 開始時刻 ]、[ サンプリング周期 ]、[ 回数 ] を設定すると、サンプリングが終了
する時間が表示されます。

データフル 
ビットアドレス

すべてのサンプリング（指定した [ 回数 ] × [ ブロック数 ] 分または [ 回数 ] × 
[ 日数 ] 分）が終了したときに、任意のビットアドレスを ON して終了を確認す
るかどうかを指定し、確認する場合そのアドレスを設定します。
[ 拡張設定 ] で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場
合は、サンプリングが 1 周したことを意味します。このビットが ON のままでも
サンプリング動作は継続して行われます。
指定していない場合は、このビットが ON するとサンプリング動作を終了しま
す。再開するには [ データクリアビットアドレス ] を ON してください。

• このアドレスは自動では OFF されません。[ 指定回数終了時に古いデータから
上書きする ] を指定している場合、次の 1 周の終了を確認するためには OFF に
戻してください。

データクリア 
ビットアドレス

サンプリングデータの消去をコントロールするビットアドレスを指定します。こ
のアドレスを ON すると、GP 内に格納されているサンプリンググループのデー
タが消去されます。消去が完了するとこのビットは自動的に OFF されます。

内部メモリにバック
アップをおこなう 
（過去データ表示）

サンプリングデータをバックアップ SRAM に保存するかどうかを指定します。
保存しない場合、GP 本体の電源 OFF やリセットでサンプリングデータが消去さ
れます。

「24.9.1 概要 ■ バックアップ SRAM について」（24-104 ページ）

メモリカードをバック
アップ領域として使用

バックアップ SRAM に保存したデータを [ 保存先 ] で指定した場所に書き出すか
どうかを指定します。データは Bin 形式で保存されます。

「24.9.1 概要 ◆ サンプリングデータのバックアップ」（24-107 ページ）

• この項目にチェックを入れた場合、右横にメモリカードにバックアップを行う
際の注意事項と、ヒストリカルトレンドグラフで表示可能な過去データの最大
個数が表示されます。最大個数は、条件設定の「回数」×「バックアップ回
数」になります。

保存先

バックアップデータの保存先を [CF カード ]、[USB ストレージ ] から選択しま
す。
保存先には、サンプリンググループ別にフォルダが自動で作成されます。保存
ファイル名はタイムスタンプ（保存時の年月日時分秒）になります。

保存例：2007 年 7 月 2 日 14 時 30 分 5 秒に保存された場合 
¥SAMP∗∗¥T070702_143005 .bin 

（「∗∗」はサンプリンググループ番号、「 」はインデックス番号）

• ファイル名に付けられるインデックス番号は 0 ～ 9 までです。同じ時刻に同じ
タイトルのファイルが 10 個まで保存可能です。

バックアップ回数
バックアップデータを書き出す回数（作成するファイル数）を 1 ～ 500 で設定し
ます。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容
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＜拡張設定＞

[ 拡張設定 ] をクリックすると次のダイアログボックスが開きます。[ 指定回数終了時に古いデータか

ら上書きする ] の指定の有無によって設定項目が異なります。

バックアップ回数を 
超えた場合

バックアップデータのファイル数がバックアップ回数で設定した値を超えた場合
の動作を選択します。

• 古いデータに上書き
一番古いファイルを削除し、新しいファイルを追加します。

• バックアップを中断
バックアップするのを止めます。ステータスアドレスには「1001」( ファイル
数オーバー ) が格納されます。

ステータスアドレス

保存時の動作状況やエラー情報を、指定したアドレスに格納するかどうかを指定
します。

エラーステータスは次のエラーコードを示します。

〈エラーコード〉

設定項目 設定内容

015 12

予約

エラーステータス

ビット 12 ～ 15 内容 詳細

0000 正常終了 処理が正常に終了した

0001 ～ 0011 予約 －

0100 CF カード /USB スト

レージなし

バックアップデータのファイル（Bin 形

式）保存時に CF カード /USB ストレージ

が挿入されていないか、CF カードのハッ

チが開いているとき

0101 CF カード /USB スト

レージ書き込みエラー

バックアップデータのファイル（Bin 形

式）保存時に CF カード /USB ストレージ

の容量が足りないか、書き込み中に CF
カード /USB ストレージが抜かれたとき

GP の時刻設定を戻すなどしたため、同一

時刻のバックアップデータが既に 10 個存

在するとき

0110 予約 －

0111 CF カードエラー CF カードが未フォーマットのとき

1000 予約 －

1001 ファイル数オーバー 設定ファイル数を超えた

[指定回数終了時に古いデータから上書きする]
を指定した場合

[指定回数終了時に古いデータから上書きする]
を指定しない場合



• このアドレスは自動では OFF されません。次のブロックの終了を確認するため
には OFF に戻してください。
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設定項目 設定内容

指定回数終了時に古い
データから上書きする

指定回数分データを収集したあと、一番古いデータから順に上書きで格納してい
くかどうかを指定します。
ここを指定した場合は、すべてのデータ収集（[ 回数 ] × [ 日数 ] 分）を終了して
も、格納されている古いデータから上書きで格納していくことでサンプリング動
作は継続されます。
指定しない場合は、既に格納しているデータは上書きせず、別ブロックとして新
たに回数分を格納します。すべてのデータ（[ 回数 ] × [ ブロック数 ] 分）を格納
したあとは、格納しているデータが消去されるまでサンプリングは実行されませ
ん。

日数

何日分のサンプリングデータをバックアップ SRAM（または DRAM）内に保持
しておくかを指定します。指定した日数分を格納すると、1 日目のデータから順
に上書きで格納していきます。設定範囲は 1 ～ 2048 です。[ 回数 ] × [ 日数 ] が
65535 以下となるよう、設定範囲は自動的に制限されます。

ブロック数

指定回数分のデータのまとまりを「ブロック」と呼びます。1 つのサンプリング
グループ内に設定するブロックの数を指定します。設定範囲は 1 ～ 2048 です。 
[ 回数 ] × [ ブロック数 ] が 65535 以下となるよう、設定範囲は自動的に制限され
ます

ブロック終了 
ビットアドレス

1 ブロック分（指定した回数分）のサンプリングが終了したときに、任意のビッ
トアドレスを ON して終了を確認するかどうかを指定し、確認する場合そのアド
レスを設定します。
1 つのブロックのサンプリングが終了したことを意味するだけで、サンプリング
動作は指定した [ ブロック数 ] 分、継続して行われます。

時刻データを付加する
サンプリングした時刻を、収集したデータとともに格納します。この設定は固定
です。

データの有効 / 無効 
フラグを付加する

データが正常に取り込めたかどうかを監視するフラグを、収集したデータととも
に格納します。この設定は固定です。
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◆一定周期

GP の電源投入後から一定の周期でデータを収集します。

設定項目 設定内容

実行条件 サンプリング動作の実行条件を選択します。[ 一定周期 ] を選択してください。

サンプリング周期

サンプリングを行う周期を 1sec (1 秒 ) または 100ms (100 ミリ秒 ) 単位で指定しま
す。単位が 1sec の場合は 1 ～ 65535、単位が 100ms の場合は 100 ～ 900 で設定し
ます。

• 100ms ( ミリ秒 ) を設定している場合でも、1 回目のサンプリングだけは 1sec  
( 秒 ) のタイミングで開始されます。

回数

サンプリングを行う回数を設定します。設定範囲は 1 ～ 65535 です。

• 設定範囲は、システム全体で登録されているサンプリンググループ数やアドレ
ス数 ( ワード数 ) によって制限されます。

次のページに続きます。
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データフル 
ビットアドレス

指定した回数分のサンプリングが終了したときに、任意のビットアドレスを ON
して終了を確認するかどうかを指定し、確認する場合はそのアドレスを設定しま
す。
このビットはサンプリングが 1 周したことを意味するものです。ビットが ON の
ままでもサンプリング動作は継続して行われます。

• このアドレスは自動では OFF されません。次の 1 周の終了を確認するためには
OFF に戻してください。

内部メモリにバック
アップをおこなう 
（過去データ表示）

サンプリングデータをバックアップ SRAM に保存するかどうかを指定します。
保存しない場合、GP 本体の電源 OFF やリセットでサンプリングデータが消去さ
れます。

「24.9.1 概要 ■ バックアップ SRAM について」（24-104 ページ）

メモリカードをバック
アップ領域として使用

バックアップ SRAM に保存したデータを [ 保存先 ] で指定した場所に書き出すか
どうかを指定します。データは Bin 形式で保存されます。

「24.9.1 概要 ◆ サンプリングデータのバックアップ」（24-107 ページ）

• この項目にチェックを入れた場合、右横にメモリカードにバックアップを行う
際の注意事項と、ヒストリカルトレンドグラフで表示可能な過去データの最大
個数が表示されます。最大個数は、条件設定の「回数」×「バックアップ回
数」になります。

保存先

バックアップデータの保存先を [CF カード ]、[USB ストレージ ] から選択しま
す。
保存先には、サンプリンググループ別にフォルダが自動で作成されます。保存
ファイル名はタイムスタンプ（保存時の年月日時分秒）になります。

保存例：2007 年 7 月 2 日 14 時 30 分 5 秒に保存された場合 
¥SAMP∗∗¥T070702_143005 .bin 

（「∗∗」はサンプリンググループ番号、「 」はインデックス番号）

• ファイル名に付けられるインデックス番号は 0 ～ 9 までです。同じ時刻に同じ
タイトルのファイルが 10 個まで保存可能です。

バックアップ回数
バックアップデータを書き出す回数（作成するファイル数）を 1 ～ 500 で設定し
ます。

バックアップ回数を 
超えた場合

バックアップデータのファイル数がバックアップ回数で設定した値を超えた場合
の動作を選択します。

• 古いデータに上書き
一番古いファイルを削除し、新しいファイルを追加します。

• バックアップを中断
バックアップするのを止めます。ステータスアドレスには「1001」（ファイル
数オーバー）が格納されます。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容



設定ガイド

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 24-46

＜拡張設定＞

[ 拡張設定 ] をクリックすると次のダイアログボックスが開きます。

ステータスアドレス

保存時の動作状況やエラー情報を、指定したアドレスに格納するかどうかを指定
します。

エラーステータスは次のエラーコードを示します。

〈エラーコード〉

設定項目 設定内容

指定回数終了時に古い
データから上書きする

指定回数分データを収集したあと、一番古いデータから順に上書きで格納しま
す。この設定は固定です。

時刻データを付加する

サンプリングした時刻を、収集したデータとともに格納するかどうかを指定しま
す。指定していない場合は、表示 /CSV 保存や印字の際、日付列・時刻列の内容
が空白になります。

• [ ヒストリカルトレンドグラフ ] の [ カーソル表示 ] を設定したときは、この項
目を指定していないとカーソル表示は動作しません。

「18.12.2 ヒストリカルトレンドグラフ部品の設定ガイド ◆ 過去データ表

示」（18-76 ページ）

設定項目 設定内容

015 12

予約

エラーステータス

12 ～ 15 内容 詳細

0000 正常終了 処理が正常に終了した

0001 ～ 0011 予約 －

0100 CF カード /USB スト

レージなし

バックアップデータのファイル（Bin 形

式）保存時に CF カード /USB ストレージ

が挿入されていないか、CF カードのハッ

チが開いている

0101 ライトエラー

バックアップデータのファイル（Bin 形

式）保存時に CF カード /USB ストレージ

の容量が無いか、書き込み中に CF カー

ド /USB ストレージが抜かれた

GP の時刻設定を戻すなどしたため、同一

時刻のバックアップデータが既に 10 個存

在するとき

0110 予約 －

0111 CF カードエラー CF カードが未フォーマットのとき

1000 予約 －

1001 ファイル数オーバー 設定ファイル数を超えた
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◆ビット ON 中一定周期

指定ビットが ON している間だけ、GP の電源投入後から一定周期でデータを収集します。

設定項目 設定内容

実行条件
サンプリング動作の実行条件を選択します。[ ビット ON 中一定周期 ] を選択し
てください。

サンプリング許可 
ビットアドレス

サンプリングを行うかどうかをコントロールするアドレスを設定します。このア
ドレスが ON している間、指定した周期になるとデータを読み出します。

サンプリング周期

サンプリングを行う周期を 1sec ( 秒 ) または 100ms ( ミリ秒 ) 単位で指定します。
単位が 1sec の場合は 1 ～ 65535、単位が 100ms の場合は 100 ～ 900 で設定しま
す。

• 100ms ( ミリ秒 ) を設定している場合でも、1 回目のサンプリングだけは 1sec  
( 秒 ) のタイミングで開始されます。

回数

サンプリングを行う回数を設定します。設定範囲は 1 ～ 65535 です。

• 設定範囲は、システム全体で登録されているサンプリンググループ数やアドレ
ス数 ( ワード数 ) によって制限されます。

次のページに続きます。
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データフル 
ビットアドレス

指定した回数分のサンプリングが終了したときに、任意のビットアドレスを ON
して終了を確認するかどうかを指定し、確認する場合はそのアドレスを設定しま
す。
このビットはサンプリングが 1 周したことを意味するものです。ビットが ON の
ままでもサンプリング動作は継続して行われます。

• このアドレスは自動では OFF されません。次の 1 周の終了を確認するためには
OFF に戻してください。

データクリア 
ビットアドレス

サンプリングデータの消去をコントロールするビットアドレスを指定します。こ
のアドレスを ON すると、GP 内に格納されているサンプリンググループのデー
タが消去されます。消去が完了するとこのビットは自動的に OFF されます。

内部メモリにバック
アップをおこなう 
（過去データ表示）

サンプリングデータをバックアップ SRAM に保存するかどうかを指定します。
保存しない場合、GP 本体の電源 OFF やリセットでサンプリングデータが消去さ
れます。

「24.9.1 概要 ■ バックアップ SRAM について」（24-104 ページ）

メモリカードをバック
アップ領域として使用

バックアップ SRAM に保存したデータを [ 保存先 ] で指定した場所に書き出すか
どうかを指定します。データは Bin 形式で保存されます。

「24.9.1 概要 ◆ サンプリングデータのバックアップ」（24-107 ページ）

• この項目にチェックを入れた場合、右横にメモリカードにバックアップを行う
際の注意事項と、ヒストリカルトレンドグラフで表示可能な過去データの最大
個数が表示されます。最大個数は、条件設定の「回数」×「バックアップ回
数」になります。

保存先

バックアップデータの保存先を [CF カード ]、[USB ストレージ ] から選択しま
す。
保存先には、サンプリンググループ別にフォルダが自動で作成されます。保存
ファイル名はタイムスタンプ（保存時の年月日時分秒）になります。

保存例：2007 年 7 月 2 日 14 時 30 分 5 秒に保存された場合 
¥SAMP∗∗¥T070702_143005 .bin 

（「∗∗」はサンプリンググループ番号、「 」はインデックス番号）

• ファイル名に付けられるインデックス番号は 0 ～ 9 までです。同じ時刻に同じ
タイトルのファイルが 10 個まで保存可能です。

バックアップ回数
バックアップデータを書き出す回数（作成するファイル数）を 1 ～ 500 で設定し
ます。

バックアップ回数を 
超えた場合

バックアップデータのファイル数がバックアップ回数で設定した値を超えた場合
の動作を選択します。

• 古いデータに上書き
一番古いファイルを削除し、新しいファイルを追加します。

• バックアップを中断
バックアップするのを止めます。ステータスアドレスには「1001」（ファイル
数オーバー）が格納されます。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容
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＜拡張設定＞

[ 拡張設定 ] をクリックすると次のダイアログボックスが開きます。

ステータスアドレス

保存時の動作状況やエラー情報を、指定したアドレスに格納するかどうかを指定
します。

エラーステータスは次のエラーコードを示します。

〈エラーコード〉

設定項目 設定内容

指定回数終了時に古い
データから上書きする

指定回数分データを収集したあと、一番古いデータから順に上書きで格納しま
す。この設定は固定です。

時刻データを付加する

サンプリングした時刻を、収集したデータとともに格納するかどうかを指定しま
す。指定していない場合は、表示 /CSV 保存や印字の際、日付列・時刻列の内容
が空白になります。

• [ ヒストリカルトレンドグラフ ] の [ カーソル表示 ] を設定したときは、この項
目を指定していないとカーソル表示は動作しません。

「18.12.2 ヒストリカルトレンドグラフ部品の設定ガイド ◆ 過去データ表示」

（18-76 ページ）

設定項目 設定内容

015 12

予約

エラーステータス

12 ～ 15 内容 詳細

0000 正常終了 処理が正常に終了した

0001 ～ 0011 予約 －

0100 CF カード /USB スト

レージなし

バックアップデータのファイル（Bin 形

式）保存時に CF カード /USB ストレージ

が挿入されていないか、CF カードのハッ

チが開いている

0101 ライトエラー

バックアップデータのファイル（Bin 形

式）保存時に CF カード /USB ストレージ

の容量が無いか、書き込み中に CF カー

ド /USB ストレージが抜かれた

GP の時刻設定を戻すなどしたため、同一

時刻のバックアップデータが既に 10 個存

在するとき

0110 予約 －

0111 CF カードエラー CF カードが未フォーマットのとき

1000 予約 －

1001 ファイル数オーバー 設定ファイル数を超えた
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◆ビット ON

指定したビットを ON するたびにデータを収集します。

設定項目 設定内容

実行条件 サンプリング動作の実行条件を選択します。[ ビット ON] を選択してください。

サンプリング起動 
ビットアドレス

サンプリングを行うタイミングをコントロールするアドレスを設定します。この
アドレスが ON するたびにサンプリングを行います。

回数

サンプリングを行う回数を設定します。[ 拡張設定 ] で [ 指定回数終了時に古い
データから上書きする ] を指定している場合は 1 ～ 65535 回まで、指定していな
い場合は 1 ～ 2048 回まで設定できます。

• 設定範囲は、システム全体で登録されているサンプリンググループ数やアドレ
ス数 ( ワード数 ) によって制限されます。

次のページに続きます。
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データフル 
ビットアドレス

すべてのサンプリング（指定した [ 回数 ] × [ ブロック数 ] 分）が終了したとき
に、任意のビットアドレスを ON して終了を確認するかどうかを指定し、確認す
る場合はそのアドレスを設定します。
[ 拡張設定 ] で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場
合は、サンプリングが 1 周したことを意味します。ビットが ON のままでもサン
プリング動作は継続して行われます。指定していない場合は、このビットが ON
するとサンプリング動作を終了します。再開するには [ データクリアビットアド
レス ] を ON してください。

• このアドレスは自動では OFF されません。[ 指定回数終了時に古いデータから
上書きする ] を指定している場合、次の 1 周の終了を確認するためには OFF に
戻してください。

データクリア 
ビットアドレス

サンプリングデータの消去をコントロールするビットアドレスを指定します。こ
のアドレスを ON すると、GP 内に格納されているサンプリンググループのデー
タが消去されます。消去が完了するとこのビットは自動的に OFF されます。

ACK ビットアドレス

データの読み出しが完了したことを確認するアドレスを指定します。データの読
み出しが終わると GP が自動的にこのビットを ON します。
このアドレスのビット ON を受けて接続機器（PLC など）の [ サンプリング起動
ビットアドレス ] を OFF してください。[ サンプリング起動ビットアドレス ] が
OFF するとこのビットは自動的に OFF されます。

内部メモリにバック
アップをおこなう 
（過去データ表示）

サンプリングデータをバックアップ SRAM に保存するかどうかを指定します。
保存しない場合、GP 本体の電源 OFF やリセットでサンプリングデータが消去さ
れます。

「24.9.1 概要 ■ バックアップ SRAM について」（24-104 ページ）

メモリカードをバック
アップ領域として使用

バックアップ SRAM に保存したデータを [ 保存先 ] で指定した場所に書き出すか
どうかを指定します。データは Bin 形式で保存されます。

「24.9.1 概要 ◆ サンプリングデータのバックアップ」（24-107 ページ）

• この項目にチェックを入れた場合、右横にメモリカードにバックアップを行う
際の注意事項と、ヒストリカルトレンドグラフで表示可能な過去データの最大
個数が表示されます。最大個数は、条件設定の「回数」×「バックアップ回
数」になります。

保存先

バックアップデータの保存先を [CF カード ]、[USB ストレージ ] から選択しま
す。
保存先には、サンプリンググループ別にフォルダが自動で作成されます。保存
ファイル名はタイムスタンプ（保存時の年月日時分秒）になります。

保存例：2007 年 7 月 2 日 14 時 30 分 5 秒に保存された場合 
¥SAMP∗∗¥T070702_143005 .bin 

（「∗∗」はサンプリンググループ番号、「 」はインデックス番号）

• ファイル名に付けられるインデックス番号は 0 ～ 9 までです。同じ時刻に同じ
タイトルのファイルが 10 個まで保存可能です。

バックアップ回数
バックアップデータを書き出す回数（作成するファイル数）を 1 ～ 500 で設定し
ます。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容
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バックアップ回数を 
超えた場合

バックアップデータのファイル数がバックアップ回数で設定した値を超えた場合
の動作を選択します。

• 古いデータに上書き
一番古いファイルを削除し、新しいファイルを追加します。

• バックアップを中断
バックアップするのを止めます。ステータスアドレスには「1001」( ファイル
数オーバー ) が格納されます。

ステータスアドレス

保存時の動作状況やエラー情報を、指定したアドレスに格納するかどうかを指定
します。

エラーステータスは次のエラーコードを示します。

〈エラーコード〉

設定項目 設定内容

015 12

予約

エラーステータス

12 ～ 15 内容 詳細

0000 正常終了 処理が正常に終了した

0001 ～ 0011 予約 －

0100 CF カード /USB スト

レージなし

バックアップデータのファイル（Bin 形

式）保存時に CF カード /USB ストレージ

が挿入されていないか、CF カードのハッ

チが開いている

0101 ライトエラー

バックアップデータのファイル（Bin 形

式）保存時に CF カード /USB ストレージ

の容量が無いか、書き込み中に CF カー

ド /USB ストレージが抜かれた

GP の時刻設定を戻すなどしたため、同一

時刻のバックアップデータが既に 10 個存

在するとき

0110 予約 －

0111 CF カードエラー CF カードが未フォーマットのとき

1000 予約 －

1001 ファイル数オーバー 設定ファイル数を超えた
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＜拡張設定＞

[ 拡張設定 ] をクリックすると次のダイアログボックスが開きます。

設定項目 設定内容

指定回数終了時に古い
データから上書きする

指定回数分データを収集したあと、一番古いデータから順に上書きで格納してい
くかどうかを指定します。
ここを指定した場合は、回数分終了してもサンプリング動作は継続されます。回
数分を超える古いデータは残りません。
指定しない場合は、既に格納しているデータは上書きせず、別ブロックとして新
たに回数分を格納します。[ 回数 ] × [ ブロック数 ] 分格納したあとは、格納して
いるデータが消去されるまでサンプリングは実行されません。

ブロック数

指定した回数分のまとまりを「ブロック」と呼びます。[ 指定回数終了時に古い
データから上書きする ] を指定していない場合にのみ、1 つのサンプリンググ
ループ内に設定するブロックの数を指定します。設定範囲は 1 ～ 2048 です。[ 回
数 ] × [ ブロック数 ] が 65535 以下となるよう、設定範囲は自動的に制限されま
す。

ブロック終了 
ビットアドレス

1 ブロック分（指定した回数分）のサンプリングが終了したときに、任意のビッ
トアドレスを ON して終了を確認するかどうかを指定し、確認する場合そのアド
レスを設定します。
1 つのブロックのサンプリングが終了したことを意味するだけで、サンプリング
動作は指定した [ ブロック数 ] 分、継続して行われます。

• このアドレスは自動では OFF されません。次のブロックの終了を確認するため
には OFF に戻してください。

時刻データを付加する

データの読み出しが完了した時刻を、収集したデータとともに格納するかどうか
を指定します。指定していない場合は、表示 /CSV 保存や印字の際、日付列・時
刻列の内容が空白になります。

• [ ヒストリカルトレンドグラフ ] の [ カーソル表示 ] を設定したときは、この項
目を指定しないとカーソル表示は動作しません。

「18.12.2 ヒストリカルトレンドグラフ部品の設定ガイド ◆ 過去データ表示」

（18-76 ページ）

データの有効 / 無効 
フラグを付加する

データが正常に取り込めたかどうかを監視するフラグを、収集したデータととも
に格納します。この設定は固定です。
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◆ビット変化

指定したビットが変化（ON/OFF）するたびにデータを収集します。

設定項目 設定内容

実行条件 サンプリング動作の実行条件を選択します。[ ビット変化 ] を選択してください。

サンプリング起動 
ビットアドレス

サンプリングを行うタイミングをコントロールするアドレスを設定します。この
アドレスが変化（ON/OFF）するたびにサンプリングを行います。

回数

サンプリングを行う回数を設定します。設定範囲は 1 ～ 65535 です。

• 設定範囲は、システム全体で登録されているサンプリンググループ数やアドレ
ス数 ( ワード数 ) によって制限されます。

データフル 
ビットアドレス

指定した [ 回数 ] 分のサンプリングが終了したときに、任意のビットアドレスを
ON して終了を確認するかどうかを指定し、確認する場合そのアドレスを設定し
ます。
このビットはサンプリングが 1 周したことを意味するものです。ビットが ON の
ままでもサンプリング動作は継続して行われます。

• このアドレスは自動では OFF されません。次の 1 周の終了を確認するためには
OFF に戻してください。

データクリア 
ビットアドレス

サンプリングデータの消去をコントロールするビットアドレスを指定します。こ
のアドレスを ON すると、GP 内に格納されているサンプリンググループのデー
タが消去されます。消去が完了するとこのビットは自動的に OFF されます。

次のページに続きます。
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内部メモリにバック
アップをおこなう 
（過去データ表示）

サンプリングデータをバックアップ SRAM に保存するかどうかを指定します。
保存しない場合、GP 本体の電源 OFF やリセットでサンプリングデータが消去さ
れます。

「24.9.1 概要 ■ バックアップ SRAM について」（24-104 ページ）

メモリカードをバック
アップ領域として使用

バックアップ SRAM に保存したデータを [ 保存先 ] で指定した場所に書き出すか
どうかを指定します。データは Bin 形式で保存されます。

「24.9.1 概要 ◆ サンプリングデータのバックアップ」（24-107 ページ）

• この項目にチェックを入れた場合、右横にメモリカードにバックアップを行う
際の注意事項と、ヒストリカルトレンドグラフで表示可能な過去データの最大
個数が表示されます。最大個数は、条件設定の「回数」×「バックアップ回
数」になります。

保存先

バックアップデータの保存先を [CF カード ]、[USB ストレージ ] から選択しま
す。
保存先には、サンプリンググループ別にフォルダが自動で作成されます。保存
ファイル名はタイムスタンプ（保存時の年月日時分秒）になります。

保存例：2007 年 7 月 2 日 14 時 30 分 5 秒に保存された場合 
¥SAMP∗∗¥T070702_143005 .bin 

（「∗∗」はサンプリンググループ番号、「 」はインデックス番号）

• ファイル名に付けられるインデックス番号は 0 ～ 9 までです。同じ時刻に同じ
タイトルのファイルが 10 個まで保存可能です。

バックアップ回数
バックアップデータを書き出す回数（作成するファイル数）を 1 ～ 500 で設定し
ます。

バックアップ回数を 
超えた場合

バックアップデータのファイル数がバックアップ回数で指定した値を超えた場合
の動作を選択します。

• 古いデータに上書き
一番古いファイルを削除し、新しいファイルを追加します。

• バックアップを中断
バックアップするのを止めます。ステータスアドレスには「1001」（ファイル
数オーバー）が格納されます。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容
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＜拡張設定＞

[ 拡張設定 ] をクリックすると次のダイアログボックスが開きます。

ステータスアドレス

保存時の動作状況やエラー情報を、指定したアドレスに格納するかどうかを指定
します。

エラーステータスは次のエラーコードを示します。

〈エラーコード〉

設定項目 設定内容

指定回数終了時に古い
データから上書きする

指定回数分データを収集したあと、一番古いデータから順に上書きで格納しま
す。この設定は固定です。

時刻データを付加する

サンプリングした時刻を、収集したデータとともに格納するかどうかを指定しま
す。指定していない場合は、表示 /CSV 保存や印字の際、日付列・時刻列の内容
が空白になります。

• [ ヒストリカルトレンドグラフ ] の [ カーソル表示 ] を設定したときは、この項
目を指定していないとカーソル表示は動作しません。

「18.12.2 ヒストリカルトレンドグラフ部品の設定ガイド ◆ 過去データ表示」

（18-76 ページ）

設定項目 設定内容

015 12

予約

エラーステータス

12 ～ 15 内容 詳細

0000 正常終了 処理が正常に終了した

0001 ～ 0011 予約 －

0100 CF カード /USB スト

レージなし

バックアップデータのファイル（Bin 形

式）保存時に CF カード /USB ストレージ

が挿入されていないか、CF カードのハッ

チが開いている

0101 ライトエラー

バックアップデータのファイル（Bin 形

式）保存時に CF カード /USB ストレージ

の容量が無いか、書き込み中に CF カー

ド /USB ストレージが抜かれた

GP の時刻設定を戻すなどしたため、同一

時刻のバックアップデータが既に 10 個存

在するとき

0110 予約 －

0111 CF カードエラー CF カードが未フォーマットのとき

1000 予約 －

1001 ファイル数オーバー 設定ファイル数を超えた
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■ 表示 /CSV 保存

サンプリングデータを GP 画面上に表示する際、また CF カード /USB ストレージに CSV 形式で保存

する際のフォーマットを設定します。フォーマット設定モードが [ 簡単設定 ] か [ カスタム設定 ] かで

設定項目が異なります。

以下は [ 簡単設定 ] の場合の設定ガイドです。[ カスタム設定 ] の場合は「 ■ 表示 /CSV 保存（カスタ

ム設定）」（24-68 ページ）を参照してください。

設定項目 設定内容

表示 /CSV 保存を 
おこなう

サンプリングデータを GP 画面上に表示する、または CF カード /USB ストレージ
へ保存するかどうかを指定します。
サンプリングデータ表示器を使用して画面上に表示する場合や、CF カード /USB
ストレージにデータを保存する場合は必ずチェックを入れ、フォーマットを設定
してください。

CSV 保存コントロール
ワードアドレス

CSV 形式で保存するかどうかを指定します。保存する場合は、CF カード /USB
ストレージへのデータ書き出しをコントロールするアドレスを設定します。
コマンドを書き込み、その結果（ステータス）が反映される領域と、ファイル番
号（「SA∗∗∗∗∗.csv」の ∗∗∗∗∗ 部分）を指定する領域の連続 2 ワード分を自動的に
使用します。ファイル番号の設定範囲は 0 ～ 65535 です。

保存先

サンプリングデータの保存先を選択します。

• CF カード
CF カードにデータを書き出します。

• USB ストレージ
USB ストレージにデータを書き出します。

「24.6.3 CF カード /USB ストレージ保存動作 ■ CSV 保存コントロールワード

アドレス」（24-23 ページ）

次のページに続きます。

/
+1
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簡単設定 / 
カスタム設定

フォーマットの設定モードを選択します。

• 簡単設定
フォーマットがある程度固定されているため、簡単に設定できます。

• カスタム設定
自由なフォーマットが設定できます。

警報値アドレス読込み
条件

[ データ形式設定 ] の [ 警報 ] タブで [ 警報設定 ] を有効にし、[ 警報動作 ] を [ ア
ドレス ] に設定した場合に、そのアドレスを読み込む条件を設定します。

• 常時読み
警報値アドレスを常時読み込みます。

• ビット ON
[ トリガビットアドレス ] が ON したときに読み込みます。

トリガビットアドレス
警報値アドレスを読み込むタイミングをコントロールするアドレスを設定しま
す。

日付

日付の表示形式を [yy/mm/dd]、[mm/dd/yy]、[dd/mm/yy]、[mm/dd]、[yy 年 mm 月
dd 日 ]、[mm 月 dd 日 ] から選択します。「yy」は西暦の下 2 桁を表し、「mm」
「dd」はそれぞれ月と日を 2 桁で表示します。

• いずれの表示形式を選択していても、CF カード /USB ストレージへ保存する際
は [yy/mm/dd] の形式で CSV 出力されます。

• [yy 年 mm 月 dd 日 ]、[mm 月 dd 日 ] は、サンプリング一覧の [ 言語設定 ] が 
[ 日本語 ] の場合のみ選択できます。

時刻

時刻の表示形式を [hh:mm]、[hh:mm:ss]、[hh:mm:ss.ms]、[hh 時 mm 分 ]、[hh 時
mm 分 ss 秒 ] から選択します。「hh」は時間、「mm」は分、「ss」は秒を示し、そ
れぞれ 2 桁で表示します。「ms」はミリ秒で 3 桁表示です。

• いずれの表示形式を選択していても、CF カード /USB ストレージへ保存する際
は [hh:mm:ss]（サンプリング周期単位が [ ミリ秒 ] の場合は [hh:mm:ss.000]）の
形式で CSV 出力されます。

• [hh 時 mm 分 ]、[hh 時 mm 分 ss 秒 ] は、サンプリング一覧の [ 言語設定 ] が 
[ 日本語 ] の場合のみ選択できます。

データ表示

[ データ形式設定 ] をクリックすると [ データ設定 ] ダイアログボックスが開き、
データ形式や入力範囲、表示桁数などが設定できます。

「 ◆ [ データ設定 ] ダイアログボックス」（24-60 ページ）

合計

合計行を表示するかどうかを指定します。GP 内に記憶されている指定回数分の
データの合計値が表示されます。
[ 合計形式設定 ] をクリックすると [ 集計設定 ] ダイアログボックスが開き、集計
行の表示桁数の設定や警報設定ができます。

「 ◆ [ 集計設定 ] ダイアログボックス」（24-65 ページ）

• 合計行の指定の有無にかかわらず、合計データは CSV 出力されません。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容
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項目名文字数

項目名の文字数を半角 1 ～ 20 で設定します。

• 日付列・時刻列の表示形式やデータ列の表示桁数より小さい値は設定できませ
ん。

文字カラー 表示する文字、数値の色を設定します。

背景カラー 文字列の背景色を設定します。

ブリンク

点滅表示の有無および点滅の速さを指定します。[ 文字カラー ]、[ 背景カラー ]
それぞれにブリンクを設定できます。

• 本体機種とシステム設定の [ 色数設定 ] によりブリンクを設定できない場合が
あります。

「8.5.1 カラーを設定する ■ 対応色数一覧」（8-35 ページ）

プレビューエリア

設定した内容に合わせてフォーマットを表示します。
[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を
指定している場合、データ行は 1 行のみ表示されます。指定していない場合は、
[ 回数 ] 分のデータ行が表示されます。

＜ [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] 指定あり＞

＜ [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] 指定なし＞

設定項目 設定内容
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◆ [ データ設定 ] ダイアログボックス

[ データ形式 ] タブ

設定項目 設定内容

入力・表示範囲指定を
行う

サンプリングデータの入力範囲と表示範囲の設定を行うかどうかを指定します。
指定した場合は次の項目が表示されます。

データ形式

扱うデータの形式を [Dec]、[Hex]、[BCD]、[Float] から選択します。
[Float] は [ アドレス設定 ] タブでビット長 [32 ビット ] を指定している場合のみ選
択できます。

• [BCD] を選択した場合、サンプリングデータに BCD 以外の A ～ F(16 進数 ) の
桁が入っていると、「----」（桁数分 "-"）で表示 /CSV 保存されます。

符号 +/−

データにマイナス符号を付加するかどうかを指定します。[ データ形式 ] が [Dec]
の場合のみ設定できます。

• [ データ形式 ] が [Float] の場合は指定あり固定です。

次のページに続きます。
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入力符号

[ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定し [ データ形式 ] が [Dec]、[Hex] の場
合、負の数を扱うかどうかを設定します。

• 無し
正の数のデータのみです。

• 2 の補数
負の数は 2 の補数で扱われます。

• MSB 符号
負の数は MSB 符号（最上位ビット）で扱われます。

ビット長
[ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定し、[ アドレス設定 ] タブの [ データ長 ]
が [16 ビット ] の場合のみ、1 ワード内で使用するビット長を 1 ～ 16 で設定しま
す。

入力
範囲

最小値・最大値

[ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定した場合のみ、データの入力範囲を設
定します。[ データ形式 ] と [ 入力符号 ] により設定範囲が異なります。

表示符号 +/− [ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定し [ データ形式 ] が [Dec] の場合のみ、
表示データに符号を付加するかどうかを指定します。

四捨五入
入力値を表示範囲に換算した際の小数値を四捨五入するかどうか指定します。四
捨五入を行わない場合は切り捨てとなります。

表示
範囲

最小値・最大値

[ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定した場合のみ、表示範囲の最小値・最
大値を指定します。[ データ形式 ] と [ 表示符号 +/−] の指定の有無により設定範
囲が異なります。

設定項目 設定内容

ビット長 データ形式 入力符号 入力範囲

16 ビット

Dec
無し 0　～　65535

2 の補数 −32768　～　32767
MSB 符号 −32767　～　32767

Hex － 0 ～  FFFF(h)
BCD － 0　～　9999

32 ビット

Dec
無し 0　～　4294967295

2 の補数 −2147483648　～　2147483647
MSB 符号 −2147483647　～　2147483647

Hex － 0 ～ FFFFFFFF(h)
BCD － 0　～　99999999
Float － −9.9e16 ～ 9.9e16

ビット長 データ形式 表示符号 +/− 表示範囲

16 ビット

Dec 有 −32768 ～ 32767
無 0 ～ 65535

Hex － 0 ～ FFFF(h)
BCD － 0 ～ 9999

32 ビット

Dec 有 −2147483648 ～ 2147483647
無 0 ～ 4294967295

Hex － 0 ～ FFFFFFFF(h)
BCD － 0 ～ 99999999
Float 有 ( 固定 ) −9.9e16 ～ 9.9e16
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[ スタイル ] タブ

設定項目 設定内容

表示桁数

データの表示桁数を 1 ～ 17 で設定します。[ 項目名文字数 ] で設定した文字数以
内で設定できます。小数点以下の桁数も含めての桁数となります。
例）表示桁数を「5」、小数点桁数を「2」とした場合

小数点桁数
データの小数点以下の表示桁数を、0 ～ [ 表示桁数 ]−1 の範囲で設定します。 
[ データ形式 ] が [Hex] の場合は設定できません。

右詰め / 左詰め データの表示位置を選択します。

ゼロサプレス

表示桁数を揃えるための「0」（ゼロ）を表示するかどうかを指定します。
例）表示桁数が 4 の場合

プレビュー 設定したスタイルをプレビュー表示します。

次のページに続きます。

25 0025

不要な「0」は表示しない 表示桁数に足りない分だけ

「0」を補って表示
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[ 警報 ] タブ

自動クリア

画面上からデータを修正入力する際、新たに値を入力すると以前に入っていた値
を自動でクリアするかどうかを [ 有り ]、[ 無し ] で選択します。[ 有り ] を指定し
た場合、値を入力した時点で以前の値は消去され、入力値のみが表示されます。
[ 無し ] を指定した場合、以前のデータを消去せず桁送りして、値が追加入力さ
れます。

例）表示桁数：3 桁

設定項目 設定内容

警報設定
警報表示を行う（警報範囲を超えるとデータの色を変えて表示する）かどうかを
指定します。

警報動作
警報時の動作を [ 定数 ]、[ アドレス ] から選択します。選択した動作により [ 警
報範囲 ] の設定内容が異なります。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容

[ ]

123 4

[ ] 4

123 234
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警報範囲

• [ 警報動作 ] が [ 定数 ] の場合
[ データ形式 ] タブの [ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定していない場
合、[ 上限値 ]、[ 下限値 ] は次の表の範囲内で設定します。

[ データ形式 ] タブの [ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定した場合、[ 上
限値 ]、[ 下限値 ] は設定しません。

• [ 警報動作 ] に [ アドレス ] を選択した場合は、[ 上限値 ] のアドレスを設定し
ます。[ 下限値 ] は [ 上限値 ] のワードアドレスからの連続アドレスになりま
す。
< 指定アドレスが 16 ビットの場合 >
• [ ビット長 ] が [16 ビット ] のとき

• [ ビット長 ] が [32 ビット ] のとき

< 指定アドレスが 32 ビットの場合 >
• [ ビット長 ] が [16 ビット ] のとき

• [ ビット長 ] が [32 ビット ] のとき

• [ アドレス設定 ] タブの [ ビット長 ] で [16 ビット ]、[32 ビット ] のどちらを選
択したかによって、連続アドレスの領域が異なります。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容

ビット長 データ形式 符号 +/− 表示範囲

16 ビット

Dec 有 −32768 ～ 32767
無 0 ～ 65535

Hex － 0 ～ FFFF(h)
BCD － 0 ～ 9999

32 ビット

Dec 有 −2147483648 ～ 2147483647
無 0 ～ 4294967295

Hex － 0 ～ FFFFFFFF(h)
BCD － 0 ～ 99999999
Float 有（固定） −9.9e16 ～ 9.9e16

指定アドレス+0 警報範囲上限値データ

指定アドレス+1 警報範囲下限値データ
2ワード

指定アドレス+0
警報範囲上限値データ

指定アドレス+1
指定アドレス+2

警報範囲下限値データ
指定アドレス+3

4ワード

指定アドレス+0 0固定 上限値

指定アドレス+1 0固定 下限値
2ワード

指定アドレス+0 警報範囲上限値データ

指定アドレス+1 警報範囲下限値データ
2ワード
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◆ [ 集計設定 ] ダイアログボックス

合計行を表示する場合、[ 合計形式設定 ] をクリックすると [ 集計設定 ] ダイアログボックスが表示さ

れます。

[ データ形式 ] タブ

[ 合計 ] 行のデータ形式は、[ データ形式設定 ] ダイアログボックスのデータ形式設定に準じます。 

（このタブで設定する項目はありません。）

[ スタイル ] タブ

数値カラー 警報表示時の数値の色を設定します。

背景カラー 警報表示時の数値の背景色を設定します。

ブリンク

点滅表示の有無および点滅の速さを指定します。警報カラーの [ 数値カラー ]、 
[ 背景カラー ] それぞれにブリンクを設定できます。

• 本体機種とシステム設定の [ 色数設定 ] によりブリンクを設定できない場合が
あります。

「8.5.1 カラーを設定する ■ 対応色数一覧」（8-35 ページ）

• [ 警報動作 ] は、GP-3300 シリーズの型式が Rev.4 以降の機種のみの対応となります。

また、LT シリーズでは本機能は設定できません。

設定項目 設定内容

表示桁数

集計データの表示桁数を 1 ～ 17 で設定します。[ 項目名文字数 ] で設定した文字
数以内で設定できます。小数点以下の桁数も含めての桁数となります。
例）表示桁数を「5」、小数点桁数を「2」とした場合

次のページに続きます。

設定項目 設定内容
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[ 警報 ] タブ

小数点桁数
集計データの小数点以下の表示桁数を、0 ～ [ 表示桁数 ]−1 の範囲で設定します。 
[ データ形式 ] が [Hex] の場合は設定できません。

右詰め / 左詰め 集計データの表示位置を選択します。

ゼロサプレス

表示桁数を揃えるための「0」（ゼロ）を表示するかどうかを指定します。
例）表示桁数が 4 の場合

プレビュー 設定したスタイルをプレビュー表示します。

設定項目 設定内容

警報設定
警報表示を行う（警報範囲を超えると集計データの色を変えて表示する）かどう
かを指定します。

警報動作 警報時の動作を [ 定数 ]、[ アドレス ] から選択します。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容

25 0025

不要な「0」は表示しない 表示桁数に足りない分だけ

「0」を補って表示
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警報範囲

• [ 警報動作 ] に [ 定数 ] を選択した場合は、[ 上限値 ]、[ 下限値 ] を次の表の範
囲内で設定します。

• [ 警報動作 ] に [ アドレス ] を選択した場合は、[ 上限値 ] のアドレスを設定し
ます。[ 下限値 ] は [ 上限値 ] のワードアドレスからの連続アドレスになりま
す。
< 指定アドレスが 16 ビットの場合 >

< 指定アドレスが 32 ビットの場合 >

• [ アドレス設定 ] タブの [ ビット長 ] で [16 ビット ]、[32 ビット ] のどちらを選
択しても、32 ビットの数値になります。

数値カラー 警報表示時の数値の色を設定します。

背景カラー 警報表示時の数値の背景色を設定します。

ブリンク

点滅表示の有無および点滅の速さを指定します。警報カラーの [ 数値カラー ]、 
[ 背景カラー ] それぞれにブリンクを設定できます。

• 本体機種とシステム設定の [ 色数設定 ] によりブリンクを設定できない場合が
あります。

「8.5.1 カラーを設定する ■ 対応色数一覧」（8-35 ページ）

• [ 警報動作 ] は、GP-3300 シリーズの型式が Rev.4 以降の機種のみの対応となります。

また、LT シリーズでは本機能は設定できません。

設定項目 設定内容

データ形式 符号 +/− 表示範囲

Dec 有 −2147483648 ～ 2147483647
無 0 ～ 4294967295

Hex － 0 ～ FFFFFFFF(h)
BCD － 0 ～ 99999999
Float 有（固定） −9.9e16 ～ 9.9e16

指定アドレス+0
警報範囲上限値データ

指定アドレス+1
指定アドレス+2

警報範囲下限値データ
指定アドレス+3

4ワード

指定アドレス+0 警報範囲上限値データ

指定アドレス+1 警報範囲下限値データ
2ワード
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■ 表示 /CSV 保存（カスタム設定）

設定項目 設定内容

印字フォーマットから
コピー

[ 印字 ] タブで印字フォーマットを設定している場合に、その設定内容をコピー
します。印字と同じフォーマットで表示 /CSV 保存したい場合に使用します。
罫線行 / 罫線列はコピーされません。

項目名（横）行数
項目名行の行数を 0 ～ 3 で設定します。
1 行目の日付列・時刻列にはそれぞれ「Date」・「Time」が自動的に表示されます。

サンプリングアド
レスを項目名にす
る

[ 項目名（横）行数 ] が「0」以外の場合、サンプリングアドレスをデータ列の項
目名として表示するかどうかを指定します。指定した場合、プレビューエリアで
アドレスが表示されているセルは編集できません。

行
設
定

データ表示行数

[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を
指定していない場合のみ、データ行の行数を 1 ～ [ 動作設定 ] タブで指定した [ 回
数 ] の範囲で設定します。

• データ表示行数は [ 回数 ] に合わせてください。

集計表示行数

集計行の表示行数を 0 ～ 4 で設定します。集計行には [ 動作設定 ] タブで指定し
た [ 回数 ] 分のデータを集計した値（合計値・平均値・最大値・最小値）が表示
できます。

• CF カード /USB ストレージへの保存時（CSV 出力時）には、集計行は出力さ
れません。

項目名 （横） / 文字列 
文字数

項目名（横）や文字列行の表示文字数を半角 1 ～ 20 で設定します。
プレビューエリアの項目名行 / 文字列行のセルをダブルクリックすると、ここで
設定した範囲内で文字を入力できます。

次のページに続きます。
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列
設
定

項目名（縦）

項目名列を表示するかどうかを指定し、指定した場合は項目名列の文字数を半角
1 ～ 20 で設定します。
プレビューエリアの項目名列のセルをダブルクリックすると、ここで設定した範
囲内で文字を入力できます。

データ表示列数 データ列数を表示します。

列の詳細設定／ 
行の詳細設定

プレビューエリアで列や集計行、項目名 ( 縦 )/( 横 ) を選択し、ここをクリックす
るとそれぞれの詳細設定を行うダイアログボックスが開きます。

「 ◆ 列の詳細設定－ [ 日付設定 ] ダイアログボックス」（24-71 ページ）

「 ◆ 列の詳細設定－ [ 時刻設定 ] ダイアログボックス」（24-72 ページ）

「 ◆ 列の詳細設定－ [ データ設定 ] ダイアログボックス」（24-73 ページ）

「 ◆ 詳細設定－ [ 文字列設定 ] ダイアログボックス」（24-92 ページ）

「 ◆ 行の詳細設定－ [ 集計設定 ] ダイアログボックス」（24-76 ページ）

「 ◆ 列／行の詳細設定－[項目名(縦)]／[項目名(横)]ダイアログボックス」（24-
78 ページ）

列を追加

プレビューエリアで選択した列の前に [ 日付 ]、[ 時刻 ]、[ データ ]、[ 文字 ] のい
ずれかの列を挿入します。[ 文字 ] 列には任意の文字を直接入力できます。
[ データ ] 列を挿入する場合、[ 表示データの選択 ] ダイアログボックスが開き、
追加したいデータ列（アドレス）を選択できます。

• CF カード /USB ストレージへの保存時（CSV 出力時）には、[ 文字列 ] 列は出
力されません。また [ 日付 ] 列・[ 時刻 ] 列を複数設定しても、固定の位置にそ
れぞれ 1 列ずつしか出力されません。

右へ／左へ プレビューエリアで選択した列を右／左へ移動します。

行を追加

プレビューエリアで選択した行の前に [ 文字列 ] 行を挿入します。[ 文字列 ] 行に
は任意の文字を直接入力できます。

• CF カード /USB ストレージへの保存時（CSV 出力時）には、[ 文字列 ] 行は出
力されません。

• 複数の集計行を設定している場合、集計行の間に文字列行を挿入することはで
きません。

上へ／下へ プレビューエリアで選択した [ 文字列 ] 行を上／下へ移動します。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容

複数のアドレスを追加したい

場合は、ドラッグして連続する

列を選択できます。

また[Ctrl]キーを押したまま追

加したい列をクリックすると、

ばらばらのアドレスも選択で

きます。
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プレビューエリア

設定した内容に合わせてフォーマットイメージを表示します。
[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を
指定している場合、データ行は 1 行のみ表示されます。指定していない場合は、
[ 回数 ] 分のデータ行が表示されます。

＜ [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] 指定あり＞

＜ [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] 指定なし＞

設定項目 設定内容
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◆列の詳細設定－ [ 日付設定 ] ダイアログボックス

プレビューエリアで日付列を選択し [ 列の詳細設定 ] をクリックすると、次のダイアログボックスが

表示されます。

設定項目 設定内容

列番号 選択している列の番号が表示されます。

日付形式

日付の表示形式を [yy/mm/dd]、[mm/dd/yy]、[dd/mm/yy]、[mm/dd]、[yy 年 mm 月
dd 日 ]、[mm 月 dd 日 ] から選択します。「yy」は西暦の下 2 桁を表し、「mm」
「dd」はそれぞれ月と日を 2 桁で表示します。

• いずれの表示形式を選択していても、CF カード /USB ストレージへ保存（CSV
保存）する際は [yy/mm/dd] の形式で出力されます。

• [yy 年 mm 月 dd 日 ]、[mm 月 dd 日 ] は、サンプリンググループ一覧の [ 言語設
定 ] が [ 日本語 ] の場合のみ選択できます。

文字カラー 文字の色を設定します。

背景カラー 文字の背景色を設定します。

ブリンク

点滅表示の有無および点滅の速さを指定します。[ 文字カラー ]、[ 背景カラー ]
それぞれにブリンクを設定できます。

• 本体機種とシステム設定の [ 色数設定 ] によりブリンクを設定できない場合が
あります。

「8.5.1 カラーを設定する ■ 対応色数一覧」（8-35 ページ）
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◆列の詳細設定－ [ 時刻設定 ] ダイアログボックス

プレビューエリアで時刻列を選択し [ 列の詳細設定 ] をクリックすると、次のダイアログボックスが

表示されます。

設定項目 設定内容

列番号 選択している列の番号が表示されます。

時刻形式

時刻の表示形式を [hh:mm]、[hh:mm:ss]、[hh:mm:ss.ms]、[hh 時 mm 分 ]、[hh 時
mm 分 ss 秒 ] から選択します。「hh」は時間、「mm」は分、「ss」は秒を示し、そ
れぞれ 2 桁で表示します。「ms」はミリ秒で 3 桁表示です。

• いずれの表示形式を選択していても、CF カード /USB ストレージへ保存（CSV
保存）する際は [hh:mm:ss] （サンプリング周期が [ ミリ秒 ] で設定している場
合は [hh:mm:ss.000]） の形式で出力されます。

• [hh 時 mm 分 ]、[hh 時 mm 分 ss 秒 ] は、サンプリンググループ一覧の [ 言語設
定 ] が [ 日本語 ] の場合のみ選択できます。

文字カラー 文字の色を設定します。

背景カラー 文字の背景色を設定します。

ブリンク

点滅表示の有無および点滅の速さを指定します。[ 文字カラー ]、[ 背景カラー ]
それぞれにブリンクを設定できます。

• 本体機種とシステム設定の [ 色数設定 ] によりブリンクを設定できない場合が
あります。

「8.5.1 カラーを設定する ■ 対応色数一覧」（8-35 ページ）
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◆列の詳細設定－ [ データ設定 ] ダイアログボックス

プレビューエリアでデータ列を選択し [ 列の詳細設定 ] をクリックすると、次のダイアログボックス

が表示されます。

[ データ形式 ] タブ

設定項目 設定内容

列番号 選択している列の番号が表示されます。

アドレス
選択している列のアドレスが表示されます。一覧を表示して、サンプリンググ
ループに登録されているアドレスに変更できます。

入力・表示範囲指定を
行う

入力範囲と表示範囲の設定を行うかどうかを指定します。指定した場合は次のよ
うな設定項目が表示されます。

• 入力範囲・表示範囲の各設定項目については、[ 簡単設定 ] モードで [ データ形
式設定 ] をクリックして表示される [ データ設定 ] ダイアログボックスと同様
です。

「 ◆ [ データ設定 ] ダイアログボックス」（24-60 ページ）

次のページに続きます。
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[ スタイル ] タブ

データ形式

扱うデータの形式を [Dec]、[Hex]、[BCD]、[Float] から選択します。
[Float] は [ アドレス設定 ] タブで 32 ビット長を指定している場合のみ選択できま
す。

• [BCD] を選択した場合、サンプリングデータに BCD 以外の A ～ F(16 進数 ) の
桁が入っていると、「----」（桁数分 "-"）で表示 /CSV 保存されます。

符号 +/−

データにマイナス符号を付加するかどうかを指定します。[ データ形式 ] が [Dec]
の場合のみ設定できます。

• [ データ形式 ] が [Float] の場合は指定あり固定です。

四捨五入
入力値を表示範囲に換算した際の小数値を四捨五入するかどうか指定します。四
捨五入を行わない場合は切り捨てとなります。[ データ形式 ] が [Float] の場合の
み設定できます。

設定項目 設定内容

表示桁数

データの表示桁数を 1 ～ 17 で設定します。[ 項目名 ( 縦 )  文字数 ] で設定した文
字数以内で設定できます。小数点以下の桁数も含めての桁数となります。
例）
　表示桁数を「5」、小数点桁数を「2」とした場合、以下のように表示されます。

小数点桁数
データの小数点以下の表示桁数を、0 ～ [ 表示桁数 ]−1 の範囲で設定します。 
[ データ形式 ] が [Hex] の場合は設定できません。

右詰め / 左詰め データの表示位置を選択します。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容
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[ 警報 ] タブ

[ 簡単設定 ] モードで [ データ形式設定 ] をクリックして表示される [ データ設定 ] ダイアログボック

スの [ 警報 ] タブと同様です。

「 ◆ [ データ設定 ] ダイアログボックス」（24-60 ページ）

ゼロサプレス

表示桁数を揃えるための「0」（ゼロ）を表示するかどうかを指定します。
例）表示桁数が 4 の場合

プレビュー 設定したスタイルをプレビュー表示します。

数値カラー 数値の色を設定します。

背景カラー 数値の背景色を設定します。

ブリンク

点滅表示の有無および点滅の速さを指定します。[ 数値カラー ]、[ 背景カラー ]
それぞれにブリンクを設定できます。

• 本体機種とシステム設定の [ 色数設定 ] によりブリンクを設定できない場合が
あります。

「8.5.1 カラーを設定する ■ 対応色数一覧」（8-35 ページ）

自動クリア

画面上からデータを修正入力する際、新たに値を入力すると以前に入っていた値
を自動でクリアするかどうかを [ 有り ]、[ 無し ] で選択します。[ 有り ] を指定し
た場合、値を入力した時点で以前の値は消去され、入力値のみが表示されます。
[ 無し ] を指定した場合、以前のデータを消去せず桁送りして、値が追加入力さ
れます。

例）表示桁数：3 桁

設定項目 設定内容

25 0025

不要な「0」は表示しない 表示桁数に足りない分だけ

「0」を補って表示

[ ]

123 4

[ ] 4

123 234
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◆行の詳細設定－ [ 集計設定 ] ダイアログボックス

プレビューエリアで集計行を選択し [ 行の詳細設定 ] をクリックすると、次のダイアログボックスが

表示されます。

[ データ形式 ] タブ

設定項目 設定内容

行番号 / 列番号 選択している集計行または集計セルの行番号・列番号が表示されます。

集計データ
集計データの種類を [ 合計 ]、[ 平均 ]、[ 最大 ]、[ 最小 ] から選択します。GP 内
に記憶されている指定回数分のデータを集計した値が表示されます。

データ形式

扱うデータの形式を [Dec]、[Hex]、[BCD]、[Float] から選択します。
[Float] は [ アドレス設定 ] タブで 32 ビット長を指定している場合のみ選択できま
す。

• [BCD] を選択した場合、サンプリングデータに BCD 以外の A ～ F(16 進数 ) の
桁が入っていると、「----」（桁数分 "-"）で表示 /CSV 保存されます。

符号 +/−

データにマイナス符号を付加するかどうかを指定します。[ データ形式 ] が [Dec]
の場合のみ設定できます。

• [ データ形式 ] が [Float] の場合は指定あり固定です。
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[ スタイル ] タブ

設定項目 設定内容

表示桁数

集計データの表示桁数を 1 ～ 17 で設定します。[ 項目名（横）/ 文字列　文字数 ]
で設定した文字数以内で設定できます。小数点以下の桁数も含めての桁数となり
ます。
例）表示桁数を「5」、小数点桁数を「2」とした場合

小数点桁数
集計データの小数点以下の表示桁数を、0 ～ [ 表示桁数 ]−1 の範囲で設定します。 
[ データ形式 ] が [Hex] の場合は設定できません。

右詰め / 左詰め 集計データの表示位置を選択します。

ゼロサプレス

表示桁数を揃えるための「0」（ゼロ）を表示するかどうかを指定します。
例）表示桁数が 4 の場合

プレビュー 設定したスタイルをプレビュー表示します。

数値カラー 集計データの色を設定します。

背景カラー 集計データの背景色を設定します。

ブリンク

点滅表示の有無および点滅の速さを指定します。[ 数値カラー ]、[ 背景カラー ]
それぞれにブリンクを設定できます。

• 本体機種とシステム設定の [ 色数設定 ] によりブリンクを設定できない場合が
あります。

「8.5.1 カラーを設定する ■ 対応色数一覧」（8-35 ページ）

25 0025

不要な「0」は表示しない 表示桁数に足りない分だけ

「0」を補って表示
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[ 警報 ] タブ

[ 簡単設定 ] モードの [ 合計形式設定 ] をクリックして表示される [ 集計設定 ] ダイアログボックスと

同様です。

「 ◆ [ 集計設定 ] ダイアログボックス」（24-65 ページ）

◆列／行の詳細設定－ [ 項目名 ( 縦 )] ／ [ 項目名 ( 横 )] ダイアログボックス

プレビューエリアで項目名列／行を選択し [ 列／行の詳細設定 ] をクリックすると、次のダイアログ

ボックスが表示されます。

設定項目 設定内容

行番号 選択している項目名の列／行番号が表示されます。

文字カラー 文字の色を設定します。

背景カラー 文字の背景色を設定します。

ブリンク

点滅表示の有無および点滅の速さを指定します。[ 文字カラー ]、[ 背景カラー ]
それぞれにブリンクを設定できます。

• 本体機種とシステム設定の [ 色数設定 ] によりブリンクを設定できない場合が
あります。

「8.5.1 カラーを設定する ■ 対応色数一覧」（8-35 ページ）
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■ 印字

サンプリングデータを GP に接続したプリンタから印字する際のフォーマットを設定します。

以下は [ 簡単設定 ] の場合の設定ガイドです。[ カスタム設定 ] は「 ■ 印字（カスタム設定）」（24-86

ページ）を参照してください。

設定項目 設定内容

印字を行う

印字を行うかどうかを指定します。サンプリングデータを印字する場合は必ず
チェックを入れ、印字フォーマットを設定してください。

「24.9.5 印字について」（24-125 ページ）

簡単設定 / 
カスタム設定

印字フォーマットの設定モードを選択します。

• 簡単設定
フォーマットがある程度固定されているため、簡単に設定できます。

• カスタム設定
自由なフォーマットが設定できます。

印字条件

印字するタイミングを選択します。

• リアルタイム印字
サンプリングが行われるたびに印字を行います。

• ブロック単位印字
ブロック単位で印字します。[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に
古いデータから上書きする ] を指定していない場合のみ設定できます。
印字の開始は [ 印字コントロールワードアドレス ] で行います。

印字コントロール 
ワードアドレス

[ 印字条件 ] が [ ブロック単位印字 ] の場合のみ、印字開始を制御するアドレスを
設定します。指定したアドレスの 0 ビットめを ON すると印字を開始します。
ワードアドレスは、印字開始をコントロールする領域とブロック番号を指定する
領域の連続 2 ワード分を自動的に使用します。ブロック番号を指定してから印字
を開始してください。

次のページに続きます。

+1

0

ON
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印字完了 
ビットアドレス

[ 印字条件 ] が [ ブロック単位印字 ] の場合のみ、印字の完了を確認するアドレス
を設定します。
指定したブロックの印字が完了した時点で ON になります。このビットの ON を
確認してから次のブロックの印字を行ってください。

日付

日付を印字するかどうかを指定し、印字する場合は表示形式を [yy/mm/dd]、[mm/
dd/yy]、[dd/mm/yy]、[mm/dd]、[yy 年 mm 月 dd 日 ]、[mm 月 dd 日 ] から選択しま
す。「yy」は西暦の下 2 桁を表し、「mm」「dd」はそれぞれ月と日を 2 桁で表示し
ます。

• [yy 年 mm 月 dd 日 ]、[mm 月 dd 日 ] は、サンプリング一覧の [ 言語設定 ] が 
[ 日本語 ] の場合のみ選択できます。

時刻

時刻を印字するかどうかを指定し、印字する場合は表示形式を [hh:mm]、
[hh:mm:ss]、[hh:mm:ss.ms]、[hh 時 mm 分 ]、[hh 時 mm 分 ss 秒 ] から選択します。
「hh」は時間、「mm」は分、「ss」は秒を示し、それぞれ 2 桁で表示します。「ms」
はミリ秒で 3 桁表示です。

• [hh 時 mm 分 ]、[hh 時 mm 分 ss 秒 ] は、サンプリング一覧の [ 言語設定 ] が 
[ 日本語 ] の場合のみ選択できます。

文字数
[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を
指定している場合、セルに表示させる文字数を設定します。

項目名（横）　文字数

[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を
指定していない場合、項目名の行を印字するかどうかを指定します。印字する場
合は項目名の文字数を半角 1 ～ 20 で設定します。
日付列・時刻列の項目名にはそれぞれ「Date」、「Time」が、データ列にはアドレ
スが印字されます。

項目名（縦） 項目名列を印字するかどうかを指定します。

データ表示

[ データ形式設定 ] をクリックすると [ データ設定 ] ダイアログボックスが開き、
データ形式や入力範囲、表示桁数などが設定できます。

「 ◆ [ データ設定 ] ダイアログボックス」（24-82 ページ）

合計

[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を
指定していない場合、合計行を印字するかどうかを指定します。[ 合計形式設定 ]
をクリックすると [ 集計設定 ] ダイアログボックスが開き、集計行の表示桁数な
どが設定できます。

「 ◆ [ 集計設定 ] ダイアログボックス」（24-85 ページ）

罫線 罫線を印字するかどうかを選択します。

プレビュー 印字イメージを確認するプレビュー画面を開きます。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容
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プレビューエリア

設定した内容に合わせて印字フォーマットを表示します。
[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を
指定している場合、データ行が 1 行のみ表示されます。指定していない場合は、
[ 回数 ] 分のデータ行が表示されます。

＜ [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] 指定あり＞

＜ [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] 指定なし＞

設定項目 設定内容
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◆ [ データ設定 ] ダイアログボックス

[ データ形式 ] タブ

設定項目 設定内容

入力・表示範囲指定を
行う

データの入力範囲と表示範囲の設定を行うかどうかを指定します。指定した場合
は次のような設定項目が表示されます。

データ形式

扱うデータの形式を [Dec]、[Hex]、[BCD]、[Float] から選択します。
[Float] は [ アドレス設定 ] タブで 32 ビット長を指定している場合のみ選択できま
す。

• [BCD] を選択した場合、サンプリングデータに BCD 以外の A ～ F(16 進数 ) の
桁が入っていると、「----」（桁数分 "-"）で印字されます。

符号 +/−

データにマイナス符号を付加するかどうかを指定します。[ データ形式 ] が [Dec]
の場合のみ設定できます。

• [ データ形式 ] が [Float] の場合は指定あり固定です。

次のページに続きます。
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入力符号

[ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定し [ データ形式 ] が [Dec]、[Hex] の場
合、負の数を扱うかどうかを設定します。

• 無し
正の数のデータのみです。

• 2 の補数
負の数は 2 の補数で扱われます。

• MSB 符号
負の数は MSB 符号（最上位ビット）で扱われます。

ビット長
[ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定し、[ アドレス設定 ] タブの [ データ長 ]
が [16 ビット ] の場合のみ、1 ワード内で使用するビット長を 1 ～ 16 で設定しま
す。

入力
範囲

最小値・最大値

[ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定した場合のみ、データの入力範囲を設
定します。[ データ形式 ] と [ 入力符号 ] により設定範囲が異なります。

[ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定している場合は [ 表示範囲 ] の最小値・
最大値が表示されます。

表示符号 +/−
[ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定し [ データ形式 ] が [Dec] の場合のみ、
表示データに符号を付加するかどうかを指定します。[ データ形式 ] が [Float] の
場合は指定あり固定です。

四捨五入
入力値を表示範囲に換算した際の小数値を四捨五入するかどうか指定します。四
捨五入を行わない場合は切り捨てとなります。

表示
範囲

最小値・最大値

[ 入力・表示範囲指定をおこなう ] を指定した場合のみ、表示範囲の最小値・最
大値を指定します。[ データ形式 ] と [ 表示符号 +/−] の指定の有無により設定範
囲が異なります。

設定項目 設定内容

ビット長 データ形式 入力符号 入力範囲

16 ビット

Dec
無し 0　～　65535

2 の補数 −32768　～　32767
MSB 符号 −32767　～　32767

Hex － 0 ～  FFFF(h)
BCD － 0　～　9999

32 ビット

Dec
無し 0　～　4294967295

2 の補数 −2147483648　～　2147483647
MSB 符号 −2147483647　～　2147483647

Hex － 0 ～ FFFFFFFF(h)
BCD － 0　～　99999999
Float － −9.9e16 ～ 9.9e16

ビット長 データ形式 表示符号 +/− 表示範囲

16 ビット

Dec 有 −32768 ～ 32767
無 0 ～ 65535

Hex － 0 ～ FFFF(h)
BCD － 0 ～ 9999

32 ビット

Dec 有 −2147483648 ～ 2147483647
無 0 ～ 4294967295

Hex － 0 ～ FFFFFFFF(h)
BCD － 0 ～ 99999999
Float 有（固定） −9.9e16 ～ 9.9e16
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[ スタイル ] タブ

設定項目 設定内容

表示桁数

データの表示桁数を 1 ～ 17 で設定します。[ 文字数 ] または [ 項目名 ( 横 )　文字
数 ] で設定した文字数以内で設定できます。小数点以下の桁数も含めての桁数と
なります。
例）表示桁数を「5」、小数点桁数を「2」とした場合

小数点桁数
データの小数点以下の表示桁数を、0 ～ [ 表示桁数 ]−1 の範囲で設定します。 
[ データ形式 ] が [Hex] の場合は設定できません。

右詰め / 左詰め データの表示位置を選択します。

ゼロサプレス

表示桁数を揃えるための「0」（ゼロ）を表示するかどうかを指定します。
例）表示桁数が 4 の場合

プレビュー 設定したスタイルをプレビュー表示します。

25 0025

不要な「0」は表示しない 表示桁数に足りない分だけ

「0」を補って表示
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◆ [ 集計設定 ] ダイアログボックス

合計行を表示する場合、[ 合計形式設定 ] をクリックすると [ 集計設定 ] ダイアログボックスが開きま

す。

[ データ形式 ] タブ

[ 合計 ] 行のデータ形式は、[ データ形式設定 ] ダイアログボックスの設定に準じます。

（このタブで設定する項目はありません。）

[ スタイル ] タブ

設定項目 設定内容

表示桁数

集計データの表示桁数を 1 ～ 17 で設定します。[ 項目名 ( 横 )　文字数 ] で設定
した文字数以内で設定できます。小数点以下の桁数も含めての桁数となります。
例）
　表示桁数を「5」、小数点桁数を「2」とした場合、以下のように表示されます。

小数点桁数
集計データの小数点以下の表示桁数を、0 ～ [ 表示桁数 ]−1 の範囲で設定します。 
[ データ形式 ] が [Hex] の場合は設定できません。

右詰め / 左詰め 集計データの表示位置を選択します。

ゼロサプレス

表示桁数を揃えるための「0」（ゼロ）を表示するかどうかを指定します。
例）表示桁数が 4 の場合

プレビュー 設定したスタイルをプレビュー表示します。

25 0025

不要な「0」は表示しない 表示桁数に足りない分だけ

「0」を補って表示
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■ 印字（カスタム設定）

設定項目 設定内容

印字条件

印字するタイミングを選択します。

• リアルタイム印字
サンプリングが行われるたびに印字を行います。

• ブロック単位印字
ブロック単位で印字します。[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に
古いデータから上書きする ] を指定していない場合のみ設定できます。
印字の開始は [ 印字コントロールワードアドレス ] で行います。

印字コントロール 
ワードアドレス

[ 印字条件 ] が [ ブロック単位印字 ] の場合のみ、印字開始をコントロールするア
ドレスを設定します。指定したアドレスの 0 ビットめを ON すると印字を開始し
ます。
ワードアドレスは、印字開始をコントロールする領域とブロック番号を指定する
領域の連続 2 ワード分を自動的に使用します。ブロック番号を指定してから印字
を開始してください。

印字完了 
ビットアドレス

[ 印字条件 ] が [ ブロック単位印字 ] の場合のみ、印字の完了を確認するアドレス
を設定します。
指定したブロックの印字が完了した時点で ON になります。このビットの ON を
確認してから次のブロックの印字を行ってください。

表示 /CSV 保存フォー
マットからコピー

[ 表示 /CSV 保存 ] タブで表示フォーマットを設定している場合に、その設定内容
をコピーします。表示 /CSV 保存と同じフォーマットで印字したい場合に使用し
ます。

• 表示 /CSV 保存フォーマットの項目名 ( 横 )/ 項目名 ( 縦 ) は、印字設定では文字
列行 / 文字列列として扱われます。

データ表示列数 データ列数が表示されます。

次のページに続きます。

+1

0

ON
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行設定 / 列設定

[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を
指定していない場合、次の項目が設定できます。

先頭に項目名行を
追加する

データ行の前に項目名行を追加するかどうかを指定します。データ列の項目名と
してサンプリングアドレスが自動的に編集エリアに表示されます。アドレスが表
示されているセルは編集できません。

データ表示行数

印字するデータ行の行数を 1 ～ [ 動作設定 ] タブで指定した [ 回数 ] の範囲で設
定します。

• データ表示行数は [ 回数 ] に合わせてください。

集計表示行数
集計行の表示行数を 0 ～ 4 で設定します。集計行には [ 動作設定 ] タブで指定し
た [ 回数 ] 分のデータを集計した値（合計値・平均値・最大値・最小値）を表示
できます。

データ表示列数 データ列数が表示されます。

左マージン 印字の際の左余白を半角 0 ～ 80 文字で設定します。

ヘッダー / フッター

[ ヘッダーの編集 ] ダイアログボックス／ [ フッターの編集 ] ダイアログボックス
を開きます。ヘッダー・フッターとして印字したいテキストを入力します。入力
可能な文字数は半角 160 文字× 40 行です。

• 動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場
合は、ヘッダー / フッターを設定していても印字は行われません。データ行の
み印字されます。

プレビュー 印字イメージを確認するプレビュー画面を開きます。

詳細設定

プレビューエリアで選択した各列または集計行の詳細設定を行うダイアログボッ
クスを開きます。

「 ◆ 詳細設定－ [ 日付設定 ] ダイアログボックス」（24-89 ページ）

「 ◆ 詳細設定－ [ 時刻設定 ] ダイアログボックス」（24-89 ページ）

「 ◆ 詳細設定－ [ データ設定 ] ダイアログボックス」（24-90 ページ）

「 ◆ 詳細設定－ [ 文字列設定 ] ダイアログボックス」（24-92 ページ）

「 ◆ 詳細設定－ [ 集計設定 ] ダイアログボックス」（24-93 ページ）

次のページに続きます。

設定項目 設定内容
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列を追加

プレビューエリアで選択した列の前に [ 日付 ]、[ 時刻 ]、[ データ ]、[ 文字 ] のい
ずれかの列を挿入します。[ 文字 ] 列の各セルには任意の文字を直接入力できま
す。
[ データ ] 列を追加する場合、[ 印字データの選択 ] ダイアログボックスが開き、
追加したいデータ列 ( アドレス ) を選択できます。

右へ／左へ プレビューエリアで選択した列を右／左へ移動します。

罫線
印字する罫線を設定します。[ 右罫線 ]、[ 左罫線 ]、[ 右 + 左罫線 ]、[ 全縦罫線 ]
から選択します。

行を追加

プレビューエリアで選択した行の前に [ 文字列 ] の行を挿入します。
[ 文字列 ] 行の各セルには任意の文字を直接入力できます。

• 複数の集計行を設定している場合、集計行の間に [ 文字列 ] 行を挿入すること
はできません。

上へ／下へ プレビューエリアで選択した [ 文字列 ] 行を上／下へ移動します。

罫線
印字する罫線を設定します。[ 上罫線 ]、[ 下罫線 ]、[ 上 + 下罫線 ]、[ 全横罫線 ]
から選択します。

プレビューエリア

設定した内容に合わせてフォーマットイメージを表示します。
[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を
指定している場合、データ行は 1 行のみ表示されます。指定していない場合は、
[ 回数 ] 分のデータ行が表示されます。

＜ [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] 指定あり＞

＜ [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] 指定なし＞

設定項目 設定内容

複数のアドレスを追加したい場合

は、ドラッグして連続する列を選択

できます。

また[Ctrl]キーを押したまま追加し

たい列をクリックすると、ばらばら

のアドレスも選択できます。
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◆詳細設定－ [ 日付設定 ] ダイアログボックス

日付列を選択して [ 詳細設定 ] をクリックすると次のダイアログボックスが表示されます。

◆詳細設定－ [ 時刻設定 ] ダイアログボックス

時刻列を選択して [ 詳細設定 ] をクリックすると次のダイアログボックスが表示されます。

設定項目 設定内容

列番号 選択している列の番号を表示します。

日付形式

日付の表示形式を [yy/mm/dd]、[mm/dd/yy]、[dd/mm/yy]、[mm/dd]、[yy 年 mm 月
dd 日 ]、[mm 月 dd 日 ] から選択します。「yy」は西暦の下 2 桁を表し、「mm」
「dd」はそれぞれ月と日を 2 桁で表示します。

• [yy 年 mm 月 dd 日 ]、[mm 月 dd 日 ] は、サンプリング一覧の [ 言語設定 ] が 
[ 日本語 ] の場合のみ選択できます。

表示文字数 日付列のセルに表示する文字数を半角 20 文字までで設定します。

設定項目 設定内容

列番号 選択している列の番号を表示します。

時刻形式

時刻の表示形式を [hh:mm]、[hh:mm:ss]、[hh:mm:ss.ms]、[hh 時 mm 分 ]、[hh 時
mm 分 ss 秒 ] から選択します。「hh」は時間、「mm」は分、「ss」は秒を示し、そ
れぞれ 2 桁で表示します。「ms」はミリ秒で 3 桁表示です。

• [hh 時 mm 分 ]、[hh 時 mm 分 ss 秒 ] は、サンプリング一覧の [ 言語設定 ] が 
[ 日本語 ] の場合のみ選択できます。

表示文字数 時刻列のセルに表示する文字数を半角 20 文字までで設定します。
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◆詳細設定－ [ データ設定 ] ダイアログボックス

プレビューエリアでデータ列を選択し [ 詳細設定 ] をクリックすると、次のダイアログボックスが表

示されます。

[ データ形式 ] タブ

設定項目 設定内容

列番号 選択している列の番号が表示されます。

アドレス
選択している列のアドレスが表示されます。一覧を表示して、サンプリンググ
ループに登録されているアドレスに変更できます。

入力・表示範囲指定を
行う

入力範囲と表示範囲の設定を行うかどうかを指定します。指定した場合は次の項
目が表示されます。

• 入力範囲・表示範囲の各設定項目については、[ 簡単設定 ] モードで [ データ形
式設定 ] をクリックして表示される [ データ設定 ] ダイアログボックスと同様
です。

「 ◆ [ データ設定 ] ダイアログボックス」（24-82 ページ）

次のページに続きます。
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[ スタイル ] タブ

データ形式

扱うデータの形式を [Dec]、[Hex]、[BCD]、[Float] から選択します。
[Float] は [ アドレス設定 ] タブで設定した [ ビット長 ] が [32 ビット ] を指定して
いる場合のみ選択できます。

• [BCD] を選択した場合、サンプリングデータに BCD 以外の A ～ F(16 進数 ) の
桁が入っていると、「----」（桁数分 "-"）で印字されます。

符号 +/−

データにマイナス符号を付加するかどうかを指定します。[ データ形式 ] が [Dec]
の場合のみ設定できます。

• [ データ形式 ] が [Float] の場合は指定あり固定です。

設定項目 設定内容

表示桁数

データの表示桁数を 1 ～ 17 で設定します。[ 表示文字数 ] で設定した文字数以内
で設定できます。小数点以下の桁数も含めての桁数となります。
例）表示桁数を「5」、小数点桁数を「2」とした場合

小数点桁数
データの小数点以下の表示桁数を、0 ～ [ 表示桁数 ]−1 の範囲で設定します。 
[ データ形式 ] が [Hex] の場合は設定できません。

右詰め / 左詰め データの表示位置を選択します。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容
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◆詳細設定－ [ 文字列設定 ] ダイアログボックス

[ 文字列 ] 列を追加した場合、列を選択して [ 詳細設定 ] をクリックすると次のダイアログボックスが

表示されます。

ゼロサプレス

表示桁数を揃えるための「0」（ゼロ）を表示するかどうかを指定します。
例）表示桁数が 4 の場合

プレビュー 設定したスタイルをプレビュー表示します。

表示文字数 データ列のセルに表示する文字数を半角 1 ～ 20 で設定します。

設定項目 設定内容

列番号 選択している列の番号を表示します。

表示文字数 [ 文字列 ] 列のセルに表示する文字数を半角 20 文字までで設定します。

左詰め 文字の表示位置は左詰め固定です。

プレビュー 選択している文字列のスタイルをプレビュー表示します。

設定項目 設定内容

25 0025

不要な「0」は表示しない 表示桁数に足りない分だけ

「0」を補って表示
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◆詳細設定－ [ 集計設定 ] ダイアログボックス

[ ブロック単位印字 ] で [ 集計表示行数 ] が「0」以外の場合に、集計行またはデータ列の集計セルを

選択して [ 詳細設定 ] をクリックすると次のダイアログボックスが表示されます。

[ データ形式 ] タブ

設定項目 設定内容

行番号 選択している行の番号を表示します。

集計データ 集計データの種類を [ 合計 ]、[ 平均 ]、[ 最大 ]、[ 最小 ] から選択します。

データ形式

扱うデータの形式を [Dec]、[Hex]、[BCD]、[Float] から選択します。
[Float] は [ アドレス設定 ] タブで 32 ビット長を指定している場合のみ選択できま
す。

• [BCD] を選択した場合、サンプリングデータに BCD 以外の A ～ F(16 進数 ) の
桁が入っていると、「----」（桁数分 "-"）で印字されます。

符号 +/−

データにマイナス符号を付加するかどうかを指定します。[ データ形式 ] が [Dec]
の場合のみ設定できます。

• [ データ形式 ] が [Float] の場合は指定あり固定です。
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[ スタイル ] タブ

設定項目 設定内容

表示桁数

集計データの表示桁数を 1 ～ 17 で設定します。[ データ形式 ] タブの [ 表示文字
数 ] で設定した文字数以内で設定できます。小数点以下の桁数も含めての桁数と
なります。
例）
　表示桁数を「5」、小数点桁数を「2」とした場合、以下のように表示されます。

小数点桁数
集計データの小数点以下の表示桁数を、0 ～ [ 表示桁数 ]−1 の範囲で設定します。 
[ データ形式 ] が [Hex] の場合は設定できません。

右詰め / 左詰め 集計データの表示位置を選択します。

ゼロサプレス

表示桁数を揃えるための「0」（ゼロ）を表示するかどうかを指定します。
例）表示桁数が 4 の場合

プレビュー 設定したスタイルをプレビュー表示します。

25 0025

不要な「0」は表示しない 表示桁数に足りない分だけ

「0」を補って表示



設定ガイド

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 24-95

■ データ書込み

サンプリングデータを GP 内部デバイスに書き込む設定を行います。動作の詳細については以下を参

照してください。

「24.9.6 内部デバイスへの書き込みについて」（24-131 ページ）

設定項目 設定内容

書込みをおこな
う

バックアップ SRAM（または DRAM）に格納したサンプリングデータを、GP
内部デバイスへ書き込むかどうかを指定します。

書込み起動 
ビットアドレス

内部デバイスへのデータの書き込みをコントロールするアドレスを設定しま
す。このビットアドレスを ON すると、サンプリングデータを内部デバイスへ
出力します。

書込みをおこな
うブロック番号
を指定する

[ 動作設定 ] タブの [ 拡張設定 ] で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きす
る ] を指定していない場合のみ、内部デバイスに書き込むブロック番号を指定
するかどうかを指定します。

サンプ
リング
データ

ブロック番号 
格納ワードアド
レス

[ 書込みをおこなうブロック番号を指定する ] を指定している場合に、ブロッ
ク番号を格納するためのワードアドレスを指定します。このアドレスに格納し
た番号のブロックのデータを、内部デバイスに出力します。
ブロック番号を指定しなかった場合はブロック番号「0」のデータが出力され
ます。

書込み先内部 
デバイスワード
アドレス

データを格納する内部デバイスアドレスを設定します。このアドレスを先頭
に、サンプリングデータが格納されます。

「 ◆ 内部デバイスに格納したサンプリングデータの構造」（24-132 ページ）

書込み完了 
ビットアドレス

内部デバイスへの書き込み完了を確認するかどうかを指定し、確認する場合は
ビットアドレスを設定します。書き込みが完了するとこのビットが ON します。

• このビットは自動で OFF されません。書き込み完了を確認したあとはこの
ビットを OFF してください。

サンプリングし
た数を付加する

サンプリングしたデータ数を、データと一緒に内部デバイスに出力するかどう
かを指定します。

次のページに続きます。
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書込みをおこな
う

[ 表示 /CSV 保存 ] タブでフォーマット設定した各データ列の集計値を、内部デ
バイスへ書き込むかどうかを指定します。

書込み起動 
ビットアドレス

内部デバイスへの集計データの書き込みをコントロールするアドレスを設定し
ます。このビットアドレスを ON すると、[ 表示 /CSV 保存 ] タブでフォーマッ
ト設定した各データ列の集計値を内部デバイスへ書き込みます。

書込みをおこな
うブロック番号
を指定する

[ 動作設定 ] タブの [ 拡張設定 ] で、[ 指定回数終了時に古いデータから上書き
する ] を指定していない場合のみ、内部デバイスに書き込むブロック番号を指
定するかどうかを指定します。

集計
データ

ブロック番号 
格納ワードアド
レス

[ 書込みをおこなうブロック番号を指定する ] を指定している場合に、ブロッ
ク番号を格納するためのワードアドレスを指定します。このアドレスに格納し
た番号のブロックの集計データを、内部デバイスに出力します。
ブロック番号を指定しなかった場合はブロック番号「0」の集計データが出力
されます。

書込み先内部 
デバイスワード
アドレス

集計データを格納する内部デバイスアドレスを設定します。このアドレスを先
頭に、集計データが格納されます。

「 ◆ 内部デバイスに格納したサンプリングデータの構造」（24-132 ページ）

書込み完了 
ビットアドレス

内部デバイスへの集計データの書き込み完了を確認するかどうかを指定し、確
認する場合はビットアドレスを設定します。書き込みが完了するとこのビット
が ON します。

• このビットは自動で OFF されません。書き込み完了を確認したあとはこの
ビットを OFF してください。

設定項目 設定内容
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24.8.2 サンプリングデータ表示器の設定ガイド

共通設定 [ サンプリング設定 ] で表示フォーマットを設定したサンプリンググループのデータを、GP

画面上に表示します。1 画面上に 1 個のみ配置できます。

設定項目 設定内容

部品 ID
配置された部品には ID 番号が自動的に割り当てられます。
サンプリングデータ表示器の ID：SD_∗∗∗∗（数字 4 桁）
英字部分は固定です。数字部分は 0000 ～ 9999 の範囲で変更できます。

コメント 部品に対するコメントを最大 20 文字まで設定できます。
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■ 基本設定

設定項目 設定内容

サンプリンググループ
No.

[ 共通設定 ] － [ サンプリング設定 ] で登録したサンプリンググループのうち、
画面に表示したいサンプリンググループ No. を指定します。

ブロック番号指定 
アドレス

指定したサンプリンググループに複数のブロックがある場合に、どのブロック
のデータを表示するかを指定するためのアドレスです。ブロック番号はバイナ
リ形式で格納します。
ここに格納されたブロック番号を変更することで、違うブロックのデータに表
示を切り替えることができます。

• 存在しないブロック番号を指定した場合、データは表示されません。
• [ サンプリンググループ No.] で指定したグループが、サンプリング設定 [ 動作
設定 ] タブで [ 指定回数終了時に古いデータから上書きで格納する ] を設定し
ている場合、このアドレスは無効です。

表示行数 画面に表示する行数を 1 ～ 50 で設定します。

表示列数 画面に表示する列数を 1 ～ 25 で設定します。

表示間隔
画面に表示する行と列の間隔を 0 ～ 10 ドットで設定します。罫線表示設定が 
[ 枠無し ] の場合のみ設定できます。任意の罫線を描画する場合は、セルに重な
らないようこの間隔以下の幅で描画してください。

データ編集

表示されたデータを編集可能にするかどうかを指定します。GP 画面に表示して
いるデータや日時を直接タッチで選択し、値を変更できます。

• データ編集中にブロック番号を切り替えたり、スクロールで編集中のセルが表
示エリア外になった場合は、値の変更は行われず編集モードが解除されます。

• データ編集を行うにはキーボードを配置しておく必要があります。

次のページに続きます。
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インターロック機能
[ データ編集 ] を指定した場合、インターロック機能（条件が成立した場合のみ
タッチを有効にする機能）の設定にアドレスおよびセキュリティレベルを使用
するかどうかを指定します。

アドレスを使用
する

[ アドレス ] のビットが [ タッチ有効条件 ] で指定した状態の場合のみデータ編
集が可能になります。インターロック機能を使用するかどうかを指定します。

アドレス
セルのタッチの有効条件となるビットアドレスを指定します。このアドレスの
状態によりタッチが有効（無効）になります。

デ
｜
タ
編
集

タッチ
有効条件

セルのタッチが有効となる条件を選択します。

• 画面上でデータを編集中にインターロックの [ タッチ有効条件 ] が無効に切り
替わった場合、データ編集モードはキャンセルされます。

セキュリティレ
ベルを使用する

部品にセキュリティレベルを使用するかどうかを指定します。部品に設定した
セキュリティレベルより高いレベルでログオンしたときに、タッチ操作が有効
になります。

レベル 部品のセキュリティレベルを 1 ～ 15 の範囲で指定します。

罫線表示
表示するデータに枠を付けるかどうかを、[ 枠無し ]、[ 枠あり ]、[ 項目名欄付
枠 ] から選択します。

クリアカラー 文字が表示されていない部分の色を設定します。

ブリンク

[ クリアカラー ] の点滅表示の有無および点滅の速さを指定します。

• 本体機種とシステム設定の [ 色数設定 ] によりブリンクを設定できない場合が
あります。

「8.5.1 カラーを設定する ■ 対応色数一覧」（8-35 ページ）

集計部スクロール

表示している集計データ部分を、データ部分と一緒にスクロールさせるかどう
かを指定します。指定しない場合は画面上に常に集計部が表示されている状態
となります。
サンプリンググループが [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定
している場合は、設定できません。集計データはスクロールされません。

操作ログの取得

操作ログの取得を行うかどうかを指定します。[ データ編集 ] にチェックを入れ
た場合のみ指定できます。

• 共通設定 [ 操作ログ設定 ] で [ 操作ログ機能を使用する ] にチェックを入れて
いない場合は、「部品個別の操作ログを取得できません」という内容のメッ
セージが表示されます。[ 操作ログ機能を使用する ] にチェックを入れ、操作
ログ設定を有効にしてください。

設定項目 設定内容

タッチ有効条件 アドレスの状態 タッチの有効／無効

ビット ON 時
ON タッチ有効

OFF タッチ無効

ビット OFF 時
ON タッチ無効

OFF タッチ有効
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■ 表示設定

設定項目 設定内容

フォントタイプ

表示する文字・数値のフォントを [ 標準フォント ]、[ ストロークフォント ] から
選択します。

• 標準フォント
ビットマップフォントです。文字の縦・横の比率を倍率指定できます。文字を
拡大 / 縮小すると輪郭が粗くなったりつぶれる場合があります。

• ストロークフォント
文字の縦・横の比率が固定されているアウトラインフォント（線の組み合わせ
で定義されたフォント）です。文字を拡大 / 縮小しても綺麗な輪郭で表示でき
ますが、容量が大きいため GP の負担になる場合があります。

サイズ

表示する文字・数値のフォントサイズを設定します。
標準フォント：[8 × 8 ドット ] ～ [64 × 128 ドット ] まで、縦横の比率を 8 ドッ

ト単位で設定
半角英数字のみ [6 × 10 ドット ]、[8 × 13 ドット ]、[13 × 23
ドット ] の固定サイズも選択可能。

ストロークフォント：6 ～ 127 ドット
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■ スイッチ設定

サンプリングデータ表示器専用の、表示をスクロールするためのスイッチを設定します。

設定項目 設定内容

部品形状 [ 形状選択 ] で選択したスイッチの形状が表示されます。

形状選択 形状選択用のダイアログボックスが開き、スイッチの形状を選択します。

スイッチ 
配置

上スクロール /
下スクロール /
左スクロール /
右スクロール

表示データを各方向（上下左右）へスクロールするためのスイッチを配置
するかどうかを指定します。

スクロール数
各スクロールスイッチを配置設定した場合に、1 回のタッチで何行分また
は何列分スクロールさせるかを設定します。

フォントタイプ
スイッチに表示させる銘板のフォントを [ 標準フォント ]、[ ストローク
フォント ] から選択します。

スイッチ 
銘板

表示言語
スイッチに表示させる銘板の表示言語を [ 日本語 ]、[ 欧米 ]、[ 中国語

（繁体字）]、[ 中国語（簡体字）]、[ 韓国語 ]、[ キリル文字 ]、[ タイ語 ]
から選択します。

文字カラー スイッチに表示させる銘板の文字の色を設定します。

スイッチ選択 配置設定したスイッチの中から銘板を設定するスイッチを選択します。

銘板 [ スイッチ選択 ] で選択したスイッチに表示させる文字列を入力します。

次のページに続きます。
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枠カラー
スイッチの色、枠の色を設定します。

表示カラー

パターン スイッチの柄を 9 種類から選択します。

パターンカラー スイッチのパターン（柄）の色を設定します。

スイッチ 
カラー

ブリンク

点滅表示の有無および点滅の速さ指定します。[ 文字カラー ]、[ 枠カラー ]、
[ 表示カラー ]、[ パターンカラー ] それぞれにブリンクを設定できます。

• 本体機種とシステム設定の [ 色数設定 ] によりブリンクを設定できない
場合があります。

「8.5.1 カラーを設定する ■ 対応色数一覧」（8-35 ページ）

• [ 形状選択 ] で選択したスイッチの形状によっては、[ スイッチカラー ] を変更でき

ないものがあります。

• スイッチを選択して [F2] キーを押すと、銘板の文字列が直接編集できます。

設定項目 設定内容
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24.9 サンプリングのしくみ

24.9.1 概要

どのアドレスのデータを、どのタイミングで何回分収集するのかを設定し、その設定で収集される

データを 1 つのグループとして扱います。（「サンプリンググループ」と呼びます。）

1 プロジェクトにサンプリンググループを最大 64 個まで設定できます。サンプリングする回数やアド

レス数により、設定できるグループ数は異なります。

サンプリンググループが 1 つだけの場合、1 回に収集できるデータ数（対象アドレス数）は、16 ビッ

ト長で最大 512 個まで（32 ビット長の場合は 256 個まで）です。

収集したデータはグループ単位で GP 画面上に表示したり、CF カードまたは USB ストレージに保存

できます。

• USB ストレージに保存する場合もしくみは同じです。

D100
D200
D300
D301

50
20

100
30

1

1

2

n

16
1 512

1
64

CF

1 2 3 4 5

D100

D200

CSV
Bin

1
2
3

D100 D200 D300

USB
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■ サンプリングデータの流れ

■ バックアップ SRAM について

GP の電源を OFF してもデータを内部に保持できるメモリです。

バックアップ SRAM のユーザーエリアは、サンプリングデータのほか操作ログデータ、アラーム履歴

データや内部デバイスのバックアップデータ、ファイリングデータに使用されます。

サンプリングデータに使用できる内部メモリの容量は、GP の機種やほかのデータの使用量により異

なります。

バックアップ SRAM の使用優先順位は次のとおりです。

①操作ログデータ

②アラーム履歴データ

③サンプリングデータ

④内部デバイスのバックアップデータ

⑤ファイリングデータ

• サンプリング機能内での優先順位は、サンプリンググループ番号の小さい順です。

• バックアップ SRAM に格納したサンプリングデータは次のタイミングで消去されま
す。
• 画面転送時
• メモリの初期化時（オフライン）
• 内部メモリの初期化時（オフライン）
• 指定した [ データクリアビットアドレス ] を ON

PLC

CF

USB

SRAM

DRAM

GP

or

SRAM
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◆DRAM

GP の電源 OFF やリセットでデータが消去されてしまう、一時記憶用のメモリです。

[ 動作設定 ] タブで [ 内部メモリにバックアップを行う ] のチェックをはずした場合、サンプリング

データはこの DRAM 内に格納されます。

◆サンプリングデータの容量

サンプリングデータのバックアップ SRAM（または DRAM）の使用量は、サンプリンググループ数や

データ長、データ数（アドレス数）と動作設定の内容により異なります。

サンプリング設定が行われていない場合は、使用サイズは 0 バイトです。

＜計算式＞

＜計算例＞

• DRAM に格納したサンプリングデータは次のタイミングで消去されます。
• GP の電源 OFF 時
• GP のリセット時
• 画面転送時
• 指定した [ データクリアビットアドレス ] を ON

設定項目 設定内容

グループ数 1

データ形式 16 ビット長

ブロック数 1

回数 100

データ数（アドレス数） 7

• 1 グループあたりの使用量　（単位：バイト）

※ 1 データ数が奇数の場合は、計算式中の太字で示した [ データ数 ] は +1 した値となります。

※ 2 動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場合、回数が

+1 した値となります。

※ 3 動作設定で [ データ有効 / 無効フラグを付加する ] を指定している場合、その分のサイズ

（計算式中の下線部分）が付加されます。

※ 4 動作設定で [ 時刻データを付加する ] を指定している場合、時刻データとして 1 サンプリ

ングごとに 12 バイト付加されます。

※ 5 データ長が 16 ビット長の場合には 2 バイト、32 ビット長の場合には 4 バイトになります。

• システム全体での使用量　（単位：バイト）

20 ＋ブロック数×回数※ 2 × {( データ数＋ 31)/32 × 4 ※ 3 ＋ 2 ※ 5 ×データ数※ 1 ＋ 12 ※ 4}

(4 ＋ 4 ×グループ数 ) ＋各サンプリンググループの使用量の合計
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例１） [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定しない、時刻データを付加しない、

データ有効 / 無効フラグを付加する

[ 計算式 ] (4 ＋ 4 ×グループ数 ) ＋ [20 ＋ブロック数×回数× {( データ数＋ 31) ÷ 32 × 4 ＋ 2 × 

( データ数 +1)}

[ 計算結果 ] (4 ＋ 4 × 1) ＋ [20 ＋ 1 × 100 × {(7 ＋ 31) ÷ 32 × 4 ＋ 2 × (7 ＋ 1)}]

　　　　　　　= 2103 バイト

例 2） [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定する、時刻データを付加する、デー

タ有効 / 無効フラグを付加する

[ 計算式 ] (4 ＋ 4 ×グループ数 ) ＋ [20 ＋ブロック数× ( 回数＋ 1) × {( データ数＋ 31) ÷ 32 × 

4 ＋ 2 × ( データ数＋ 1) ＋ 12}

[ 計算結果 ] (4 ＋ 4 × 1) ＋ [20 ＋ 1 × (100 ＋ 1) × {(7 ＋ 31) ÷ 32 × 4 ＋ 2 × (7 ＋ 1) ＋ 12}]

　　　　　　　= 3260 バイト

＜保存できるサンプリングデータ数の目安＞

システム全体でサンプリングできる回数（または回数×ブロック数）は、1 回にサンプリングする

データ数（アドレス数）を 1 個とした場合、次の上限値を目安に設定してください。

（以下は、バックアップ SRAM 容量が 320K バイトの機種を使用している場合に保存できるサンプリ

ングデータ数の目安です。SRAM 容量から算出した目安であり、実際に設定できるサンプリング回数

は最大 65535 回までです。）

条件

サンプリングデータの格納先

バックアップ
SRAM DRAM バックアップ SRAM と

DRAM を併用

サンプリングデータのみ 81,332 個分 81,912 個分 163,244 個分

サンプリングデータ＋時
刻データ

20,332 個分 20,476 個分 40,808 個分

サンプリングデータ＋
データ有効 / 無効フラグ

40,664 個分 40,954 個分 81,618 個分

サンプリングデータ＋時
刻データ＋データ有効 /
無効フラグ

16,264 個分 16,380 個分 32,644 個分
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◆サンプリングデータのバックアップ

バックアップ SRAM に保存されているサンプリングデータは、[ ヒストリカルトレンドグラフ ] で過

去データ表示することができます。このバックアップ SRAM 内のデータを CF カードや USB スト

レージにバックアップすることで、さらに多くの過去データがグラフ上で確認できます。

SRAM 内のデータを CF カードまたは USB ストレージにバックアップする場合、指定した回数分の

データが SRAM に保存されると自動的にファイル名を付けて Bin 形式で書き出します。

指定した [ バックアップ回数 ] までバックアップを行うと、以降のバックアップを中止するか、古い

ファイルを削除して新しいバックアップデータを保存するか選択できます。

「18.9 折れ線グラフで過去のデータを表示したい」（18-31 ページ）

■ サンプリング設定の流れ

T070702_1430051.bin

バックアップSRAMに指定した

数のデータが保存されると•••
1つのファイルとしてCFカード

（まはたUSBストレージ）に

バックアップ

1回目データ

2回目データ

3回目データ

4回目データ

5回目データ

バックアップSRAM

/CSV

CSV

CF /USB
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24.9.2 サンプリング動作について

■ データ収集のタイミング

サンプリング動作には、大きく分けて、時間周期で収集する方法とビットの状態によって収集する方

法があります。

以下にサンプリングの実行条件とそれぞれの動作の特徴をご紹介します。

タイミング サンプリングの実行条件 特徴

時間周期

時刻指定
指定した時刻になるとサンプリ
ングを開始し、それ以降は指定
した周期でデータを収集しま
す。

• 開始時間が設定できます。
• サンプリング周期は 15 秒単位で設定します。
• 指定した回数分のデータを収集したあと、一番
古いデータから順に上書きして格納するか、上
書きしないで新たに別のブロック※ 1 として格
納するかを選択できます。

※ 1 指定した回数分のサンプリングデータのまとまりを「ブロック」と呼びます。

「 ■ データの格納方法」（24-114 ページ）

一定周期※ 2

GP の電源投入後から一定の周
期でデータを収集します。

※ 2 [ 一定周期 ]、[ ビット ON 中一定周期 ]、[ ビット変化 ] は、設定したすべてのアドレスデー
タを常時読み込み、実行条件が成立した時点のデータをバックアップ SRAM（または
DRAM）に格納します。

• サンプリング周期は 100ms（ミリ秒）単位また
は 1s（秒）単位で設定できます。

• 指定した回数分のデータを収集したあと、一番
古いデータから順に上書きして格納します。

ビット ON 中一定周期※ 2

指定ビットが ON している間だ
け、GP の電源投入後から一定
周期でデータを収集します。

• サンプリング周期は 100ms（ミリ秒）単位また
は 1s（秒）単位で設定できます。

• 指定ビットが OFF の間は、周期がきてもデータ
を収集しません。

• 指定した回数分のデータを収集したあと、一番
古いデータから順に上書きして格納します。

ビット

ビット ON
指定したビットを任意のタイミ
ングで ON するたびにデータを
収集します。

• 指定した回数分のデータを収集したあと、一番
古いデータから順に上書きして格納するか、上
書きしないで新たに別のブロック※ 1 として格
納するかを選択できます。

ビット変化※ 2

指定したビットを任意のタイミ
ングで変化（ON/OFF）させる
たびにデータを収集します。

• 指定した回数分のデータを収集したあと、一番
古いデータから順に上書きして格納します。

• GP の電源投入後、内部プログラムの準備が整い、実際にサンプリングを開始するま

でには最大 1 秒の遅延時間が発生する場合があります。

• [ 一定周期 ]、[ ビット ON 中一定周期 ]、[ ビット変化 ] の場合、電源投入後、その

サンプリンググループに設定したすべてのアドレスデータを読み込んでからサンプ

リング動作が開始されます。

• [ 一定周期 ]、[ ビット ON 中一定周期 ]、[ ビット変化 ] は、設定したすべてのアド

レスデータを常時読み込んでいるため、サンプリングするアドレス数が多いほどシ

ステム全体で通信に負荷がかかります。

• サンプリング動作中に通信エラーが発生した場合のデータの表示状態は、実行条件

により異なります。

「24.9.3 サンプリングデータの表示について ■ データが収集できなかったとき

は？」（24-121 ページ）
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◆時刻指定

接続機器（PLC など）の [ サンプリング許可ビットアドレス ] が ON している状態で、指定した [ 開

始時刻 ] がくると、GP は指定したアドレスのデータを読み出します。そのあとは指定した周期で読

み出しを行います。

サンプリング周期の時間監視は GP 内部の時計で行われます。

• 上図は、GP が指定したアドレスのデータを読み出すタイミングを示すイメージ図で

す。正確な時間間隔を表したものではありません。

• [ サンプリング周期 ] は通信サイクルタイムまたは通信・データ読み出しにかかる時

間より長い時間で設定してください。通信サイクルタイムは、GP の内部デバイス

（特殊リレーエリア）の LS2037 に格納されています。

• 収集したデータにはデータを取得した時刻も付加されます。指定した [ 開始時刻 ]
と [ サンプリング周期 ] ごとのデータ読み出し開始時の時刻が「時刻データ」とな

ります。

ON

OFF

{ PLC GP}

9:00 9:15 9:30

{ PLC GP}

=

= 9:15 OFF

ON

OFF

9:15 9:30

{ PLC
GP}

=

= =

9:00
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◆一定周期

GP 本体の電源投入後から指定した一定の周期でデータを読み出します。

サンプリング周期の時間監視は GP 内部の時計で行われます。

◆ビット ON 中一定周期

接続機器（PLC など）の [ サンプリング起動ビットアドレス ] が ON の間、指定した一定の周期で

データを読み出します。サンプリング周期の時間監視は GP 内部の時計で行われます。

• 上図は GP が指定したアドレスのデータを読み出すタイミングを示すイメージ図で

す。正確な時間間隔を表したものではありません。

• [ サンプリング周期 ] は、接続機器との通信方式がダイレクトアクセス方式の場合は

通信サイクルタイムまたは 50ms のいずれか長いほう、メモリリンク方式の場合は

50ms 以上で設定してください。通信サイクルタイムは、GP の内部デバイス（特殊

リレーエリア）の LS2037 に格納されています。

• 上図は GP が指定したアドレスのデータを読み出すタイミングを示すイメージ図で

す。正確な時間間隔を表したものではありません。

• [ サンプリング許可ビットアドレス ] が ON してから実際にサンプリングを開始する

まで、最大 1 秒の遅延時間が発生する場合があります。

• [ サンプリング周期 ] は、接続機器との通信方式がダイレクトアクセス方式の場合は

通信サイクルタイムまたは 50ms のいずれか長いほう、メモリリンク方式の場合は

50ms 以上で設定してください。通信サイクルタイムは、GP の内部デバイス（特殊

リレーエリア）の LS2037 に格納されています。

• 動作の途中で GP の電源が OFF される場合を考慮して、運転開始時（電源投入時）

に [ サンプリング許可ビットアドレス ] や [ データフルビットアドレス ] など、動作

設定で設定する各ビットアドレスがすべて OFF の状態になるよう設計してくださ

い。

( ) 0 5 10

=

50ms

{ (PLC ) GP}

{ (PLC ) GP}
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◆ビット ON

接続機器（PLC など）の [ サンプリング起動ビットアドレス ] を ON すると、指定したアドレスの

データを GP へ読み出します。GP がデータの読み出しを終えると [ACK ビットアドレス ] が ON され

ます。

接続機器（PLC など）が [ACK ビットアドレス ] が ON したことを検出したら、[ サンプリング起動

ビットアドレス ] を OFF してください。[ サンプリング起動ビットアドレス ] を OFF すると、[ACK

ビットアドレス ] は自動的に OFF されます。
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OFF

ON

OFF

1

{ PLC
GP}

ACK
{GP

PLC }

GP
ON

GP
ON

GP
OFF

GP
ACK
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• 上図は GP が指定したアドレスのデータを読み出すタイミングを示すイメージ図で

す。正確な時間間隔を表したものではありません。

• サンプリングを行う前には必ず [ACK ビットアドレス ] が OFF されているか確認し

てください。

• 動作の途中で GP の電源が OFF される場合を考慮して、運転開始時（電源投入時）

に [ サンプリング起動ビットアドレス ] や [ACK ビットアドレス ] など、動作設定で

設定する各ビットアドレスがすべて OFF の状態になるよう設計してください。

• サンプリングデータに、データを取得した時刻（時刻データ）を付加する場合、時

刻データは [ サンプリング起動ビットアドレス ] の ON 時の時刻ではなく、データ

読み出し完了時の時刻となります。

ON

OFF
{ PLC GP}

=
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◆ビット変化

接続機器（PLC など）の [ サンプリング起動ビットアドレス ] が ON または OFF すると、指定したア

ドレスのデータを GP へ読み出します。

• 上図は GP が指定したアドレスのデータを読み出すタイミングを示すイメージ図で

す。正確な時間間隔を表したものではありません。

• 動作の途中で GP の電源が OFF される場合を考慮して、運転開始時（電源投入時）

に [ サンプリング起動ビットアドレス ] や [ データフルビットアドレス ] など、動作

設定で設定する各ビットアドレスがすべて OFF の状態になるよう設計してくださ

い。

• [ サンプリング起動ビットアドレス ] は、ON 後すぐに OFF すると正常に動作しませ

ん。GP がビット状態（ON または OFF）を認識できるまで保持してください。（ダ

イレクトアクセス方式の場合は通信サイクルタイムまたは 50ms のいずれか長いほ

う、メモリリンク方式の場合は 50ms 以上の時間が必要です。）
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OFF{ PLC
GP}

{ PLC
GP}

= =
= OFF =

50ms
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■ データの格納方法

収集したデータはサンプリンググループ単位で GP 内のバックアップ SRAM（または DRAM）に格納

されます。

指定回数分のサンプリングを終了したあとのデータの格納方法には次の 2 種類あります。

①古いデータを上書きして最新のデータを格納する

②データを上書きしないで、別ブロックとして分けて格納する

上記の格納方法は、[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を

指定するかどうかで設定します。

実行条件が [ 一定周期 ]、[ ビット ON 中一定周期 ]、[ ビット変化 ] の場合は①の動作のみです。

実行条件が [ 時刻指定 ]、[ ビット ON] の場合は上記①、②を選択できます。

① [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定する

指定回数分のデータ収集が終了しても、GP に格納されている古いデータから順に上書きして新し

いデータを格納するため、サンプリングは自動的に継続されます。

② [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定しない

指定回数分のデータ収集を終了すると、続きは別のブロックとして分けて格納を続けます。（ブ

ロックとは、指定回数分のサンプリングデータのまとまりです。）　指定回数×ブロック数分の

データを格納すると、それ以降はデータ収集を行いません。

複数のブロックに分けてデータを格納することで、ブロックごとに表示や印字ができます。例え

ば、1 日 10 回のサンプリングを月～金までの 5 日間実施したい場合、月曜のデータを「ブロック

0」、火曜のデータを「ブロック 1」と分けて格納すると、日報として曜日ごとにデータを印字でき

ます。

• 指定回数分のサンプリングが終了すると、[ データフルビットアドレス ] が ON しま

す。これはデータの格納が 1 周したことを示すだけで、サンプリングは自動で継続

されます。1 周を確認したあとは、次の 1 周終了を確認できるよう [ データフル

ビットアドレス ] を OFF してください。

1
2
3

n

1
1
2

n
n+1
n+2

n+n

n(m-1)+1
n(m-1)+2

n m

0

1

(m-1)

(n: m: )(n: )

 [
]

 [
]
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• 1 つのブロックが終了した時点で [ ブロック終了ビットアドレス ] が ON されます。

ブロックの終了を確認したあとは、次のブロックの終了を確認できるよう [ ブロッ

ク終了ビットアドレス ] を OFF してください。 

またサンプリングを行う前には [ ブロック終了ビットアドレス ] が OFF されている

か確認してください。

• すべてのデータ収集（回数×ブロック数分）が完了すると、[ データフルビットア

ドレス ] が ON し、以降はサンプリングを実施しません。サンプリング動作を再開

するには、指定した [ データクリアビットアドレス ] を ON して格納したデータを

消去してください。

「 ■ データの消去」（24-116 ページ）
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■ データの消去

[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定していない場

合、回数×ブロック数分のデータの格納が終了すると、それ以降はサンプリング動作を行いません。

サンプリングを再開するには GP に格納されているサンプリングデータを消去する必要があります。

回数×ブロック数分のデータの格納が終了すると、指定した [ データフルビットアドレス ] が自動的

に ON されます。このビット ON を確認して [ データクリアビットアドレス ] を ON してください。

例）実行条件：時刻指定

① 回数×ブロック数分のデータの格納が完了すると、GP が [ ブロック終了ビットアドレス ] と 

[ データフルビットアドレス ] を ON しにいきます。

② [ ブロック終了ビットアドレス ] が ON になります。

③ [ データフルビットアドレス ] が ON になります。

④ [ データフルビットアドレス ] の ON を確認して [ データクリアビットアドレス ] を ON してくだ

さい。GP がこれを認識してサンプリングデータの消去を開始します。

⑤ データ消去が完了すると、GP が自動的に [ データクリアビットアドレス ] を OFF に戻します。

⑥ サンプリング動作を再開できます。先頭（「ブロック 0」の 1 回目）から格納されます。

• [ データクリアビットアドレス ] は ON 後すぐに OFF（または OFF のあとすぐに

ON）すると正常に動作しません。接続機器（PLC など）との通信方式がダイレクト

アクセス方式の場合は通信サイクルタイムまたは 50ms のいずれか長いほう、メモ

リリンク方式の場合は 50ms 以上の時間、ビット状態を保持してください。

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

{ (PLC )
GP}

9:00 9:15 9:30 17:00

50ms

{ (PLC )
GP}

{GP (PLC )}

{GP (PLC )}

{ (PLC ) GP}

= = OFF =GP OFF

GP

ON

GP
ON
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24.9.3 サンプリングデータの表示について

サンプリングするたび GP 画面上のサンプリングデータ表示器にデータが表示されます。

指定した [ 表示行数 ] を超えると、古いデータを上にずらしながら新しいデータが追加表示されます。

動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定していない場合、[ ブロック番号格

納アドレス ] に格納されているブロック番号のサンプリングデータのみを表示します。ブロックの最

後のデータまで表示するとそれ以降は表示が更新されません。

別のブロックのデータを表示するには、[ ブロック番号指定アドレス ] の値を変更して表示を切り替

えます。

• 存在しないブロック番号を指定した場合、データは表示されません。

Date Time D100 D200

03/31

03/31

03/31

09:00

12:00

15:00

50

48

52

20

23

18

Date Time D100 D200

03/31

03/31

04/01

12:00

15:00

09:00

48

52

51

23

18

22

Date Time D100 D200

03/31

03/31

03/31

09:00

12:00

15:00

50

48

52

20

23

18

Date Time D100 D200

04/01

04/01

04/01

09:00

12:00

15:00

51

53

49

22

20

17

10

03/31

03/31

03/31

04/01

04/01

04/01

09:00

12:00

15:00

09:00

12:00

15:00

D100

50

48

52

51

53

49

D200

20

23

18

22

20

17

GP

No. 0

No. 1
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■ 簡単設定の場合の表示例

簡単設定では、あらかじめ表示フォーマットが以下のように固定されているため、少しの設定で簡単

にフォーマットが作成できます。

• 日付列・時刻列が順に 1 行ずつ表示され、それ以降に設定したすべてのアドレス数分のデータ

列が表示されます。

• 1 行目に項目名行を表示し、日付列・時刻列には「Date」「Time」、データ列の項目名にはアド

レスが表示されます。

• 合計行を表示する場合、データ表示行の後 1 行のみ表示されます。項目名には「Total」が表示

されます。

• [ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している

場合は、データ行は 1 行のみ表示されます。指定していない場合は、回数分のデータ行が表示

されます。

◆動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場合

＜表示フォーマット設定＞

設定例）合計行：有り　項目名文字数：8

＜サンプリングデータ表示器＞

設定例）表示行数：6 行　表示列数：7 行

• 日付列、時刻列、データ列の、項目名以外のデータは、サンプリングデータ表示器

の各セルの中央に表示されます。

例）表示フォーマットで項目名文字数：8、表示桁数：4、右詰めを設定している場
合

2   5

5

2

古いデータが上になるよう、サンプリング

されるたびにデータ表示行が上にずれなが

ら表示されます。

集計データは、GP内に格納されているその時点での

データを集計した値です。上書きされたデータは集計

の対象にはなりません。
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◆動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定していない場合

＜表示フォーマット設定＞

設定例）合計行：有り　項目名文字数：8

＜サンプリングデータ表示器＞

設定例）表示行数：6 行　表示列数：7 行

■ カスタム設定の場合の表示例

カスタム設定では、自由にフォーマットが作成できます。

• データ列それぞれに表示範囲や表示桁数などを設定できます。

• 日付列・時刻列・データ列・文字列列・文字列行が追加できます。

• 文字列列・文字列行・項目名行には、直接文字を入力できます。

• 動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定していない場合には、集計

行（合計・平均・最大・最小）が設定できます。

• 日付列、時刻列、データ列の、項目名や文字列以外のデータは、サンプリングデー

タ表示器の各セルの中央に表示されます。

例）表示フォーマットで項目名文字数：8、表示桁数：4、右詰めを設定している場
合

指定したブロックのデータのみが

表示されます。

集計データは、指定した回数分のデータを

集計した値です。

2   5

5

2
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◆動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場合

＜表示フォーマット設定＞

＜サンプリングデータ表示器＞

◆動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定していない場合

＜表示フォーマット設定＞

＜サンプリングデータ表示器＞

• 文字列行を設定していても表示されません。

古いデータが上になるよう、サンプリング

されるたびにデータ表示行が上にずれなが

ら表示されます。

集計データは、GP内に格納されているその時点での

データを集計した値です。上書きされたデータは集計

の対象にはなりません。

指定したブロックのデータが表示

されます。

集計データは、指定した回数分のデータを

集計した値です。
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■ データが収集できなかったときは？

サンプリング動作中に通信エラーが発生した場合などデータが収集できなかったときは、その回の

データは実行条件により次のように表示 /CSV 保存されます。

◆実行条件が [ 時刻指定 ]、[ ビット ON] の場合

読み出しエラーとして「∗∗∗∗」で表示されます。

例）実行条件：時刻指定、開始時刻：17:00、サンプリング周期：30 分、回数：5 回

◆実行条件が [ 一定周期 ]、[ ビット ON 中一定周期 ]、[ ビット変化 ] の場合

通信エラーが発生する直前に読み込んだデータが表示されます。

例） 2 回目のサンプリング直後に通信エラーが発生し、3 回目のサンプリング直前まで通信エラー状態

が続いていたとき

• [ サンプリング周期 ] が通信サイクルタイムより短い場合や、画面切り替えやスク

ロール表示を行うことで通信サイクルタイムが長くなり [ サンプリング周期 ] を超

えた場合は、接続機器（PLC など）のデータを読み込む前にサンプリングを行うた

め、以前のままのデータが表示されます。

• [ サンプリング周期 ] の設定が短い場合（1 ～ 2 秒や 100ms など）、画面切り替えや

その他負荷の大きい処理が発生した際には、設定された周期時間にサンプリングが

できない（間のサンプリングが抜ける）ことがあります。その場合も上記と同様に、

以前のデータがその回のデータとして扱われます。

100

200

∗∗∗
400

500

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

∗∗∗
∗∗∗
300

400

500

18:00 17:30 GP
ON

1

2

3

4

5

100

200

200

400

500
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24.9.4 CF カード /USB ストレージ保存について

CF カード /USB ストレージに保存されたサンプリングデータ（SA∗∗∗∗∗.csv）は、[ 表示 /CSV 保存 ]

タブの設定内容と同一ではありません。以下のように一部固定のフォーマットとなります。

• 設定にかかわらず、集計行は CSV 出力されません。項目名行とデータ表示行（指定回数分）が出

力されます。

• 日付列・時刻列は固定の位置に必ず 1 列ずつ表示されます。表示形式は「yy/mm/dd」、「hh:mm:ss」

固定で CSV 出力されます。ただし動作設定で [ サンプリング周期 ] の単位をミリ秒に設定した場

合は、時刻列は「hh:mm:ss.000」固定になります。

• 日付・時刻列の項目名は「Date」、「Time」固定です。カスタム設定で項目名行を設定していない

場合でも、1 行目に必ず表示されます。その際はデータ列の項目名は空白になります。

• カスタム設定で文字列行や文字列列を設定していても、CSV 出力はされません。

■ CF カード /USB ストレージに保存したデータを Excel で表示する

CF カード /USB ストレージに保存された CSV ファイルは、パソコン上で汎用表計算ソフト（Excel な

ど）のアプリケーションを使って編集できます。

＜サンプリングデータの CSV ファイルを Excel で開いた場合＞

• 動作設定で [ 時刻データを付加する ] を指定していない場合、日付列・時刻列の内

容は空白で、項目名のみ表示されます。

• カスタム設定で項目名列を設定していない場合は、左端が日付列、2 列目が時刻列、

3 列目以降がデータ列になります。データ列の順番は、カスタム設定で設定した順

番のままです。

• 項目行数が 2 行以上設定されている場合も CSV ファイル上では 1 行で表示されま

す。1 行目に設定した項目と 2 行目に設定した項目の間にはスペースが入ります。

Date Time D00100 D00200 D00300 D00301

No.1 2005/3/31 9:00:00 123.4 123 12.345 1234

No.2 2005/3/31 12:00:00 234.5 234 23.456 2345

No.3 2005/3/31 15:00:00 −321 −321 −32.1 −3210

日付列 時刻列以降はデータ列のみ

時刻列項目名列

指定回数分の

データ表示行

項目名行
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◆簡単設定の場合の Excel 表示例

次の簡単設定で CF カードに保存（CSV 保存）し、その CSV ファイルを Excel で開いた場合の例を以

下にご紹介します。

＜動作設定＞

動作：時刻指定　[ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定しない

開始時刻：09 時 00 分

サンプリング周期：3 時間

回数：4 回

ブロック数：2

＜表示 /CSV 保存設定＞

＜ Excel 表示＞

読み出しエラーの場合

「∗∗∗∗」で表示されます

データは「321.0」でCSV出力され

ますが、Excelでは小数点以下の最後

の「0」は省かれ「321」で表示され

ます。

ブロック間は空白行

で示されます

日付データは「2005/04/01」で

CSV出力されますが、Excelでは

「2005/4/1」で表示されます。
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◆カスタム設定の場合の Excel 表示例

カスタム設定で CF カードに保存（CSV 保存）し、その CSV ファイルを Excel で開いた場合の例を以

下にご紹介します。

• 動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場合

＜表示 /CSV 保存設定＞

＜ Excel 表示＞

• 動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定していない場合

＜表示 /CSV 保存設定＞

＜ Excel 表示＞
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24.9.5 印字について

サンプリングデータの印字には、サンプリングするたびにそのデータを印字する方法（リアルタイム

印字）と、収集した 1 ブロック分のデータを一括して印字する方法（ブロック単位印字）があります。

＜リアルタイム印字＞

サンプリングが行われるたびにデータが印字されます。

＜ブロック単位印字＞

ブロック番号を指定し [ 印字コントロールワードアドレス ] のビット 0 を ON すると、指定したブ

ロックのデータがすべて出力されます。

• 使用するプリンタによっては、リアルタイム印字を行っても 1 行ずつの印字ができ

ない場合があります。そのプリンタが 1 行ごとの紙送りに対応していないためです。

1

22

1

1
1

 D100 D200
03/31  09:00   50   20
03/31  12:00   48   23
03/31  15:00   52   18
04/01  09:00   51   22
04/01  12:00   53   20
04/01  15:00   49   17

No. 0

No. 1

5

1

No. 0 1 2 3 4

+1

00

0

0 ON
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■ 簡単設定の印字例

簡単設定では、あらかじめフォーマットが固定されているため、少しの設定で簡単に印字フォーマッ

トが作成できます。

動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定しているかどうかにより、フォー

マットが異なります。

◆ [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場合

＜印字フォーマット設定＞

印字条件：リアルタイム印字

項目名（縦）：有り

罫線：有り

＜印字イメージ＞

• 設定したすべてのアドレスのデータが印字されます。

• 動作設定で [ 指定回数終了後に古いデータから上書きする ] を指定している場合は、

リアルタイム印字のみです。

• 印字設定を行う前に GP にプリンタを接続し、プリンタ設定を行ってください。

「34.3.2 プリンタの設定手順」（34-14 ページ）

• 動作設定で [ 時刻データの付加する ] を設定していない場合、日付列・時刻列の内

容は空白になります。

• 日付列、時刻列では位置設定 ( 右詰め / 左詰め ) ができません。常に項目名は左詰

め、データは中央に印字されます。

例）表示文字数：12の場合
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◆ [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定していない場合

＜印字フォーマット設定＞

印字条件：リアルタイム印字 / ブロック単位印字

項目名（横）：有り

項目名（縦）：有り

合計行：有り

罫線：有り

＜印字イメージ＞

• １行目に項目名行が印字されます。日付列・時刻列には「Date」「Time」、データ列にはアドレ

スが項目名として印字されます。

• 設定したすべてのアドレスのデータが印字されます。

• 項目名列には、何回目のデータかを示す数字が印字されます。（例：3 回目 →「No.3」）

• 合計行が、回数分のデータ表示行の後に印字されます。

• リアルタイム印字・ブロック単位印字にかかわらず、印字の最後に改ページが行われます。

1
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■ カスタム設定の印字例

カスタム設定では次のように自由なフォーマットが作成できます。

• データ列それぞれに表示範囲や表示桁数などを設定できます。

• 日付列・時刻列・データ列・文字列列・罫線が追加できます。

• 文字列列・文字列行・項目名行には、直接文字を入力できます。

• 動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定していない場合には、ヘッ

ダー / フッターや集計行（合計・平均・最大・最小）が印字できます。

◆ [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場合

＜印字フォーマット設定＞

印字条件：リアルタイム印字

＜印字イメージ＞

• 最大列数、最大行数はそれぞれ 521 列、4204 行までです。

• 文字列行・文字列列に入力する文字は [ サンプリング一覧 ] の [ 言語設定 ] で設定し

た言語でのみ入力できます。

• データ表示行のみ印字されます。罫線行・文字列行は印字されません。またヘッ

ダー / フッターを設定している場合も、印字はされません。
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◆ [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定していない場合

＜印字フォーマット設定＞

印字条件：リアルタイム印字 / ブロック単位印字

ヘッダー設定有り

＜印字イメージ＞

1
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• 印字フォーマットはヘッダー部、データ部、フッター部の 3 つの部分に分かれます。 

• リアルタイム印字では、ブロックの最初のデータ印字時にヘッダー部を印字し、ブ

ロックの最後のデータ印字時に集計行とフッター部を印字します。

• リアルタイム印字・ブロック単位印字にかかわらず、印字の最後に改ページが行わ

れます。

• 印字フォーマットを設定したあとに動作設定で [ 回数 ] を変更した場合は、[ データ

表示行数 ] を回数に合わせて設定しなおしてください。
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24.9.6 内部デバイスへの書き込みについて

サンプリングデータを GP 内部デバイス（LS エリア、USR エリア）へ書き込むことで、データ表示

器やグラフ部品を使用して収集したデータのうちの 1 つを表示するなど、データを個別に利用できま

す。

■ 内部デバイスへの書き込み動作

指定した [ 書込み起動ビットアドレス ] を ON すると、バックアップ SRAM（または DRAM）に格納

されているサンプリングデータを内部デバイスに書き込みます。

[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を設定していない場合

は、ブロックごとに書き込みできます。

＜サンプリングデータの書き込み＞

サンプリングデータを内部デバイスに格納する際、先頭アドレスには、現在何回目までサンプリング

が行われているのか（データがどれだけ格納されているのか）が Bin 形式で格納されます。

例えばサンプリング回数を 5 回と設定していて、現在 2 回目までしかサンプリングが行われていない

場合、[ 格納数 ] には「2」が格納されます。その際、3 回目以降のサンプリングデータ格納エリアは

すべて「0」で格納されます。

30LS29
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28
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LS28
LS29
LS30

LS38
LS39
LS40

GP

D100 1
D101 1
D102 1
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3

n
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0

1
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◆内部デバイスに格納したサンプリングデータの構造

＜内部デバイスが 16 ビット長の場合＞

• コード / フラグ

[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 時刻データを付加する ] を指定している場合に、サンプリングが

完了しているかどうか、またサンプリングが正常に読み出せたのか読み出しエラーなのかを監視

できます。

フラグ

サンプリングが完了している場合は「1」、まだサンプリングが行われていない場合は「0」が

格納されます。

コード

データが正常に読み出しできていれば「0」、読み出しエラーなら「1」が格納されます。

• 動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場合、

サンプリングデータは古いものから順に転送されます。

• ブロック番号が格納されていない場合は、ブロック番号「0」のデータが書き込まれ

ます。

• [ 表示 /CSV 保存 ] タブで集計行を設定している場合、集計データも内部デバイスに

書き込むことができます。サンプリングデータと集計データは別々に書き込みます。

• 書き込むブロックの大きさや集計データの大きさが、内部デバイスの格納エリアを

超える場合は、書き込みが実行されません。

バックアップSRAM 内部デバイス

⑤ ③ ③～⑥は、何回目に

サンプリングした

データかを表します

⑥ ④

③ ⑤

④ ⑥

:0

n: X:

1

/

1

2

X

2

3

n

+1

+2

+3

+4

+5

15 8 7 0

/

2

5

512

15 8 7 0
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• 時刻データ

　　[ 動作設定 ] タブの拡張設定で [ 時刻データを付加する ] を指定している場合に、サンプリングを

行った時刻のデータが下図のように格納されます。データは 2 桁の BCD 形式で格納されます。

• データの有効 / 無効フラグ

実行条件が [ 時刻指定 ] または [ ビット ON] の場合、指定した各アドレスのデータが有効か無効か

をビットで監視する [ データの有効 / 無効フラグ ] がサンプリングデータに付加されます。有効

データは「1」、無効データは「0」で示されます。

例えばサンプリング時に読み出しエラーになった場合、[ コード ] には「1」が格納され、各アド

レスデータの有効 / 無効ビットはすべて「0」になっています。サンプリングデータ表示器でエ

ラー表示されているデータ（「∗∗∗∗」で表示されているデータ）を、値を書き込んで修正した場合

はそのデータは無効 → 有効に変わり、修正されたアドレスデータの有効 / 無効ビットは「0」→

「1」に変わります。

データの有効 / 無効フラグの格納エリアは指定したアドレス数に応じて 2 ～ 32 ワードで変動しま

す。

• 実行条件が [ ビット ON] の場合の時刻データは、データの読み出しが完了した時点

の時刻となります。

• サンプリング周期をミリ秒で設定している場合、データ格納の際は 10ms 単位で格

納されます。

サンプリング周期の設定が秒単位の場合 サンプリング周期の設定がミリ秒単位の場合

15 8 7 0 15 8 7 0

+1 年 +1 年

+2 月 日 +2 月 日

+3 時 分 +3 時 分

+4 秒 +4 秒 ミリ秒

例）2005 年 3 月 31 日　17 時 30 分 25 秒 600 ミリ秒

15 8 7 0

+1 05

+2 03 31

+3 17 30

+4 25 60 60 x 10ms

各アドレスデータの有効/無効ビット

15 0
+1 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
+2 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

⋅
⋅
⋅

+32 512 511 510 509 508 507 506 505 504 503 502 501 500 499 498 497
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◆内部デバイスに格納した集計データの構造

[ 表示 /CSV 保存 ] タブでの設定に従って、集計データ（合計、平均、最大、最小）を下図のような構

造で、すべて 32 ビット長で内部デバイスに格納します。

表示 /CSV 保存フォーマットで設定した一番左のデータ列の、上の集計データから順に格納されます。

＜合計と平均の 2 行を設定している場合＞

内部デバイス

書き込み先

ワードアドレス
+1 データ1列目の合計

+2
+3 データ1列目の平均

+4
+5 データ2列目の合計

+6
+7 データ2列目の平均

+8
+9 データ3列目の合計

+10
+11 データ3列目の平均

2番目
3番目1番目
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24.10 制限事項

24.10.1 データ収集の制限事項

• システムに設定できるサンプリンググループ数は最大 64 個までです。

• 1 回のサンプリングで収集できるデータ数（アドレス数）は、16 ビット長の場合は最大 512 個ま

で、32 ビット長の場合は 256 個までです。

• 1 つのサンプリンググループに設定できる回数（または回数×ブロック数）は、[ 動作設定 ] で 

[ 内部メモリにバックアップをおこなう ] のチェックの有無※ 1 や、1 回にサンプリングするデー

タ数（アドレス数）やデータ長、動作設定により異なります。

• バックアップ SRAM や DRAM の詳細、サンプリングデータ容量の算出方法については、次をお

読みください。

「 ■ バックアップ SRAM について」（24-104 ページ）

• バックアップ SRAM 容量が 320K バイトの機種を使用した場合、保存できるサンプリングデータ

数の目安は次のとおりです。 

サンプリンググループが 1 個のみの場合

（記載の個数はバックアップ SRAM 容量から算出した目安であり、実際に設定できるサンプリン

グ回数は最大 65535 回までです。）

バックアップ SRAM の容量は、[ プロジェクト ] メニューの [ プロパティ ] － [ プロジェクト情報 ]

で [SRAM 情報 ] を選択すると確認できます。

• GP の電源投入後、内部プログラムの準備が整い、実際にサンプリングを開始するまでには最大 1
秒の遅延時間が発生する場合があります。

• 短周期で大量のデータをサンプリングする設定を行った場合、表示更新や画面切り替えが遅くな

るだけでなく、通信サイクルタイム※ 2 が長くなります。この場合、接続機器（PLC など）からの

データ読み出しが完了する前に次のサンプリングが行われてしまうため、以前のままのデータが

その回のサンプリングデータとして扱われます。

• 実行条件 [ 一定周期 ]、[ ビット ON 中一定周期 ]、[ ビット変化 ] は、設定したすべてのアドレス

データを常時読み込んでいるため、サンプリングするアドレス数が多いほどシステム全体で通信

に負荷がかかります。

• 実行条件 [ 一定周期 ]、[ ビット ON 中一定周期 ] で、設定した [ サンプリング周期 ] が通信サイク

ルタイム以上であっても、画面切り替えやスクロール表示を行うことで通信サイクルタイム※ 2 が

長くなり [ サンプリング周期 ] を超えることがあります。その場合、接続機器（PLC など）から

データを読む前にサンプリングするため、以前のままのデータがその回のサンプリングデータと

して扱われます。

※ 1 [ 動作設定 ] で [ 内部メモリにバックアップをおこなう ] にチェックを入れるとサンプリング
データを内部メモリに格納、チェックをはずすと DRAM に格納します。サンプリンググルー
プごとに格納先を変更できます。

設定したアドレス数 データ長：16 ビット データ長：32 ビット

1 個 81,332 個分 81,332 個分

16 個 10,166 個分 5,082 個分

64 個 2,540 個分 1,270 個分

256 個 634 個分 316 個分

512 個 316 個分 　　　　　－

※ 2 通信サイクルタイムとは、GP から接続機器にデータを要求して取り込むまでの時間です。内
部デバイスの LS2037 にバイナリデータで格納されます。単位は 10ms です。
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• 設定した [ サンプリング周期 ] が短い場合（1 ～ 2 秒や 100ms など）、画面切り替えやその他負荷

の大きい処理が発生した際には、設定された周期時間にサンプリングができない（間のサンプリ

ングが抜ける）ことがあります。その場合も上記と同様に、以前のままのデータが表示されます。

[ ランダム ] を選択すると、[ 連続 ] を選択した場合よりも接続機器との通信に時間がかかります。

• [ ランダム ] を選択した場合、アドレスにシンボル変数を設定することはできません。

• [ 警報値アドレス読込み条件 ] を [ 常時読み ] に設定した場合、警報値間接アドレスの設定数は

512 までです。上限値、下限値は連続 2 ワードで 1 デバイスになります。 

513 個目からの間接アドレスは無効となり、警報動作しません。

• 過去データに対しても警報動作は可能です。

■ SRAM 内のサンプリングデータをバックアップする場合

• CF カードまたは USB ストレージにバックアップされたファイル（Bin 形式）のファイル名は、時

分秒までのタイムスタンプとなります。しかしサンプリング周期は 100ms で設定できるため、設

定によっては同じ時間に保存を行う可能性があります。既に同じファイル名が存在している場合

はエラーとなり新しいファイルは保存されません。

• CF カードまたは USB ストレージにサンプリングデータをバックアップする場合、保存動作が 1

秒未満で実行されるとバックアップファイルのファイル名が重複して、正しく保存できない場合

があります。また、サンプリングデータのバックアップ時には、複数のサンプリンググループに

保存するため、サンプリングの数が増えると保存の頻度によっては正しく保存できない場合があ

ります。

24.10.2 表示の制限事項

• サンプリングデータ表示器は 1 画面上に 1 個のみ配置できます。1 画面に複数表示された場合は、

最初に設定された表示器のみ動作します。

• サンプリングデータ表示器のデータ編集機能を使用する場合に限り、特殊データ表示器 [CSV 表示

器 ] や、ポップアップキーボードを使用したデータ表示器と同じ画面上には配置できません。

• 集計の計算は 32 ビット長で行われます。集計データが桁あふれした（32 ビットを超えた）場合

は、集計データは不定となり正しく表示されません。

• 動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場合、集計行（合計、

平均、最大、最小）には、その時点で GP 内に格納されているデータに対して集計した値が表示さ

れます。上書きにより消えてしまったデータは集計の対象になりません。

• サンプリンググループのアドレス設定で、[ ビット長 ] や [ アドレス指定 ] を変更した場合は、表

示 /CSV 保存フォーマットは初期化されます。

• 表示 /CSV 保存設定で [ カスタム設定 ] → [ 簡単設定 ] に変更した場合、カスタム設定で設定した

内容は初期化されます。

• 数値列のデータ形式設定とその列の合計のデータ形式設定は、同じにしてください。設定が違っ

ていた場合は、集計値が正しく表示されないことがあります。
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24.10.3 CF カード /USB ストレージ保存の制限事項

• [CSV 保存コントロールワードアドレス ] は、各サンプリンググループ間やシステム設定の CF

カード /USB ストレージ保存用コントロールワードアドレスと重複しないよう設定してください。

重複して設定した場合、正常に動作せずステータスも取得することができません。

• 自動保存を複数のサンプリンググループで同時に実行することはできません。

• 自動保存する場合、サンプリングが 1 周するのにかかる時間が短い（サンプリング周期が短い、

回数が少ないなど）と、CF カード /USB ストレージに書き込んでいる間にサンプリングが 1 周し

てしまう場合があります。その場合には、1 周回ったサンプリングデータの書き込み処理が始まる

まで、サンプリング動作は中断されます。

• 自動保存する場合、サンプリング周期が短く回数も少ないと、CF カード /USB ストレージへの書

き出しが頻繁に行われることになり、CF カード /USB ストレージ自体の書き込み寿命などにも影

響しますのでご注意ください。

• サンプリンググループのアドレス設定で、[ ビット長 ] や [ アドレス指定 ] を変更した場合は、表

示 /CSV 保存フォーマットは初期化されます。

• 表示 /CSV 保存設定で [ カスタム設定 ] → [ 簡単設定 ] に変更した場合、カスタム設定で設定した

内容は初期化されます。

• 数値列のデータ形式設定とその列の合計のデータ形式設定は、同じにしてください。設定が違っ

ていた場合は、集計値が正しく表示されないことがあります。

■ CF カード /USB ストレージ保存の注意事項

• CF カードにデータ書き込み中は部品や画面切り替えの動作が遅くなります。

• データ量により、書き込みに数秒以上かかる場合があります。

• GP からステータス（処理結果）が書き込まれたあと、次のコマンド（操作内容）を書き込むまで

には、通信サイクルタイム※ 1 もしくは表示スキャンタイム※ 2 のいずれか長いほうの時間以上の

間隔を空けてください。

• CF カードを GP に装着していない状態で CF カードを使用した画面を動作させないでください。

正しく動作しません。

• 書き込みエラーが発生した場合、書き込み途中のファイルが CF カード内に残る場合があります。

• CF カードに既存のデータを上書きして保存する場合は、上書きしようとしているデータの容量以

上の空き容量が CF カードに必要となります。データが容量以上の場合に保存を実行すると書き込

みエラーが発生します。

※ 1 通信サイクルタイムとは、GP から接続機器にデータを要求して取り込むまでの時間です。内
部デバイスの LS2037 にバイナリデータで格納されます。単位は 10ms です。

※ 2 表示スキャンタイムとは、1 画面の表示・演算処理にかかる時間です。内部デバイスの
LS2036 にバイナリデータで格納されます。単位は ms です。

システム設定[本体設定]－[動作設定]タブ
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• CF カード保存時、所定のフォルダ（¥SAMP01 など）が存在しない場合は、自動的にフォルダを

作成して保存します。ただし、CF カードが初期化されていないなど、フォルダを作成できない場

合は書き込みエラーとなります。

• CF カードにはデータの書き込み回数に制限があります。（500K バイトのデータ書き換えで約 10

万回）

• パソコンで CF カード /USB ストレージをフォーマットする場合は、FAT または FAT32 を選択して

ください。NTFS でフォーマットした場合には、GP が正しく認識されません。

• USB ストレージを接続するのは 1 つのみにしてください。複数接続した場合には、正しく認識さ

れない場合があります。

■ CF カード取り扱い上の注意事項

• CF カードの抜き差しの際は、必ず CF カードアクセス LED ランプが消灯していることを確認して

ください。CF カード内のデータが破壊される恐れがあります。

• CF カードにアクセス中は、絶対に GP 本体の電源 OFF、GP のリセット、CF カードの抜き差しは

行わないでください。CF カードへのアクセスが行えないようなアプリケーション画面を作成する

などし、その画面にて電源 OFF、リセット、CF カードカバーの開閉、CF カードの抜き差しを行

うようにしてください。

• CF カードを挿入する際は、CF カードの裏表と CF カードのコネクタ位置を確認してください。取

り付け向きを間違えると、データの破壊、CF カード・GP の破損の恐れがあります。

• 使用する CF カードは、（株）デジタル製の CF カードをお使いください。他社の CF カードを使用

した場合、CF カードの内容が破壊される恐れがあります。

• CF カード内のデータは、必ずバックアップをとってください。

• データの破壊や機器の故障の原因になりますので、CF カードを以下のように取り扱わないでくだ

さい。

• 無理に曲げる

• 落としたり強い衝撃を与える

• 水に濡らす

• CF カードの接続部を直接手で触れる

• 分解や改造を行う

■ USB ストレージ取り扱い上の注意事項

• USB ストレージにアクセス中は、本体のリセット、USB ストレージの抜き差しを行わないでくだ

さい。USB ストレージ内のデータが破壊される恐れがあります。 

USB ストレージを安全に取り外すために、システム変数「#H_Control_USBDetachTrigger」を ON

し、「#H_Status_USBUsing」が OFF になるのを確認してから取り外すようシステムを設計してく

ださい。

「付録 6.2 HMI システム変数（#H システム変数） ■ ビット型」（A-102 ページ）

• USB ストレージ内のデータは、必ずバックアップをとってください。
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24.10.4 印字の制限事項

• 1 行当たりに設定できる文字数は、半角で最大 160 文字までです。

• 印字する文字サイズは指定できません。

• サンプリングデータを印字する場合、A4 横幅を超える部分は印刷されません。1 行に印字できる

文字数は接続しているプリンタにより異なります。

• プリンタのカラー設定（モノクロ / カラー）にかかわらず、すべてモノクロで印字されます。

• サンプリンググループのフォントタイプで [ ストロークフォント ] を指定している場合や、言語設

定が [ 中国語（繁体字）]、[ 中国語（簡体字）]、[ 韓国語 ] で [ 標準フォント ] を設定している場

合は、文字がイメージデータとして印字されるため、印字に時間がかかる場合があります。

• リアルタイム印字中にほかの印字を行わないでください。リアルタイム印字中にアラーム履歴の

印字などが行われると、サンプリングデータの中にアラーム履歴などの別のデータがまざった状

態で印字されます。

• 使用するプリンタによっては、リアルタイム印字を行っても 1 行ずつの印字ができない場合があ

ります。そのプリンタが 1 行ごとの紙送りに対応していないためです。

• 印字の途中でサンプリングデータが消去された場合は、途中の行までしか印字されません。また

印字途中に GP の電源が OFF した場合、その続きから印字することはできません。

• 集計の計算は 32 ビット長で行われます。集計データが桁あふれした（32 ビットを超えた）場合

は、集計データは不定となり正しい値が印字されません。

• 動作設定で [ 指定回数終了時に古いデータから上書きする ] を指定している場合、早い周期でサン

プリングを行ったり、サンプリングする回数が少ないと、データが上書きされるスピードに印字

が追いつかず、サンプリングが 1 周してしまう場合があります。印字前にサンプリングデータが

上書きされてしまうと、上書きされる前のデータは印字できませんのでご注意ください。

• サンプリンググループのアドレス設定で、[ ビット長 ] や [ アドレス指定 ] を変更した場合は、印

字フォーマットは初期化されます。

• 印字モードを [ カスタム設定 ] → [ 簡単設定 ] に変更した場合、カスタム設定で設定した内容は初

期化されます。

• カスタム設定する場合、印字フォーマットで設定できる列数は最大 521 列、行数は最大 4204 行ま

でです。 

最大列数は日付列・時刻列・データ列・文字列列・罫線列の合計、最大行数はデータ行・集計行・

罫線行・文字列行の合計です。集計行やヘッダー / フッター部は含みません。

• 数値列のデータ形式設定とその列の合計のデータ形式設定は、同じにしてください。設定が違っ

ていた場合は、集計値が正しく表示されないことがあります。
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